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一
生
の
宝
物

約 700 名が参加した青少年キャンプ「こんがり王国」の思い出。仲間とともにキャンプファイアーを
囲んで過ごした時間は、かけがえのない経験になるでしょう。8月 7日に撮影。



江
別
で
も
災
害
は
起
き
て
い
る

　

8
月
上
旬
に
は
、
台
風
11
号
・
12
号
の
影
響
に
よ

り
四
国
で
総
雨
量
１
０
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
を

観
測
。
台
風
は
北
上
を
続
け
、
北
海
道
地
域
に
ま
で

大
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
近
年
は
予
測
を
超
え
、

全
国
的
に
大
気
の
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

石
狩
川
の
流
れ
る
江
別
で
は
、
過
去
に
大
き
な
水
害

を
何
度
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
昭
和
56
年

8
月
に
空
知
・
上
川
地
方
を
中
心
に
降
っ
た
3
日
間
に

及
ぶ
大
雨
の
結
果
、
下
流
の
江
別
に
水
が
集
ま
り
石

狩
川
が
氾
濫
。
豊
幌
、
美
原
地
区
を
は
じ
め
と
し
て

江
別
市
の
広
範
囲
が
水
に
つ
か
り
ま
し
た
。
浸
水
な
ど

の
被
害
の
あ
っ
た
家
屋
は
１
０
２
５
棟
、
避
難
人
員
は

１
５
２
６
世
帯
、
５
３
１
４
人
に
上
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
堤
防
強
化
な
ど
の
治
水
対
策
も
進
め

ら
れ
、目
立
っ
た
水
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、「
天

災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
の

と
お
り
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

河
川
付
近
で
な
い
地
域
も
被
害
に
遭
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
8
月
に
も
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
る
市
内
道
路
の
浸
水
被
害
な
ど
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

日
々
科
学
技
術
の
進
歩
が
進
む
現
在
で
も
、
未
だ

に
自
然
の
脅
威
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
恐
ろ
し
い
水
害
を
経
験
し
た
江
別
だ
か
ら
こ

江別市水害被害状況
　　　　　　昭和56年8月集中豪雨
　　　　　　　（8月3日～5日）

雨量　　　　326.4mm
石狩川水位　9m23cm
被害額　　　56億5381万6千円
住宅被害　　1,025棟
田畑被害　　5,509ha

昭和50年8月集中豪雨
（8月22日～24日）

179mm
7m91cm
10億7534万6千円
495棟
2,603ha

~

水
害
の
経
験
か
ら
学
ぶ~

災
害
は
他
人
事
じ
ゃ
な
い

”

”



そ
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
記
憶
し
、
危
機
感
を
持
っ

て
備
え
、
助
け
合
う
こ
と
で
災
害
か
ら
身
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
災
害
を
他
人
事
と
し
て
捉
え
ず
、
身
近
な″
自
分

ご
と
〞
と
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

三上 利勝さん
美原在住（76歳）

ま
さ
か
被
害
に
遭
う
な
ん
て

　
昭
和
56
年
8
月
6
日
未
明
、
美

原
の
堤
防
が
決
壊
。
近
く
に
住
む

三
上
利
勝
さ
ん
は
、
1
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
床
上
浸
水
の
被
害
に
遭
い

ま
し
た
。「
ま
さ
か
堤
防
が
壊
れ

る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
」

と
話
す
三
上
さ
ん
。

　
浸
水
し
た
日
、
江
別
は
晴
天
。

江
別
で
降
ら
な
く
て
も
、
石
狩
川

上
流
で
大
量
の
雨
が
降
る
と
、
下

流
の
江
別
に
水
が
集
ま
り
危
険
水

位
に
。
三
上
さ
ん
も
、
そ
の
と
き

ま
で
は
上
川
地
方
の
大
雨
を
他
人

事
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

迅
速
な
対
応
が
分
か
れ
道

　「
堤
防
は
も
う
も
た
な
い
。
退

避
だ
！
」
5
日
深
夜
、
堤
防
の
補

強
作
業
に
出
て
い
た
地
域
住
民
に

命
令
が
出
ま
す
。
家
に
戻
っ
た
三

上
さ
ん
は
、
決
壊
に
半
信
半
疑
な

が
ら
冷
蔵
庫
を
高
い
場
所
に
置
く

な
ど
、浸
水
対
策
を
始
め
ま
し
た
。

　
浸
水
が
始
ま
る
と
、
行
政
と
連

絡
を
密
に
と
り
、
家
族
を
避
難
所

に
、
牛
を
高
台
に
避
難
さ
せ
、
迅

速
に
対
応
し
ま
し
た
。
し
か
し
場

所
に
よ
っ
て
は
対
応
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
。「
み
ん
な

で
協
力
し
て
近
所
の
豚
や
牛
を
助

け
よ
う
と
し
た
が
、
何
頭
か
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
」。

助
け
が
嬉
し
か
っ
た

　「
水
が
ひ
い
た
後
、駄
目
に
な
っ

た
畑
や
泥
だ
ら
け
の
家
を
見
て
唖

然
と
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
―
」
し
か
し
市
内
各

地
か
ら
友
人
な
ど
応
援
が
駆
け
つ

け
、
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

災
害
を
意
識
す
る
よ
う
に

　
水
害
後
、
上
流
で
大
雨
が
降
る

と
川
の
様
子
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
三
上
さ
ん
。
地
域
を
あ
げ

て
行
政
に
要
望
し
強
化
し
た
堤
防

も
あ
り
、
そ
の
後
は
被
害
に
あ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
三
上
さ
ん
も
堤
防

の
存
在
を
頼
も
し
く
感
じ
て
い
る

と
同
時
に
「
絶
対
大
丈
夫
は
な
い

の
で
、
万
が
一
に
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
事
」
と
水
害
か
ら
の
教
訓

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

危
機
感
を
持
つ
―
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公
助
は
わ
ず
か 

１
・
７
％

　

大
災
害
で
は
、
行
政
機
関
か
ら

の
助
け
を
期
待
し
が
ち
で
す
が
、

行
政
に
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
生
き
埋
め

に
な
っ
た
人
の
90
％
以
上
が
自
分

や
家
族
、
地
域
の
人
々
に
助
け
ら

れ
、
公
助
（
救
助
隊
な
ど
の
公
の
支

援
で
助
け
ら
れ
る
）
は
１
・
７
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
左
グ
ラ

フ
）。

　

119
番
通
報
が
入
っ
て
も
、
道
路

破
損
な
ど
の
要
因
で
迅
速
な
救
助

活
動
が
行
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
「
自
助
（
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
）・
共
助
（
周
り
の
人

と
助
け
合
う
）」
が
重
要
で
す
。

　

災
害
を
想
定
し
た
、
家
庭
内
備

蓄
や
家
族
と
の
連
絡
方
法
の
再
確

認
な
ど
個
人
で
で
き
る
備
え
を
は

じ
め
、
普
段
か
ら
ご
近
所
と
顔
見

知
り
に
な
り
、
助
け
合
え
る
関
係

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

訓
練
が
本
番
に
役
立
つ

　
「
訓
練
で
で
き
な
い
こ
と
は
、
本

番
で
も
で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉

は
訓
練
の
重
要
性
を
的
確
に
表
し

て
い
ま
す
。
知
識
が
あ
っ
て
も
、

実
際
に
体
験
し
て
み
な
い
と
気
付

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
各
自
治
会
と
協
力
し
て
、

炊
き
出
し
や
小
学
校
で
の
寝
泊
り

じ
め
、
供
給
物
資
を
輸
送
す
る
支
援

な
ど
、
各
企
業
の
特
色
を
生
か
し
た

役
割
分
担
で
総
合
的
な
災
害
対
策
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
大
学
の
研
究
成
果

を
訓
練
に
取
り
入
れ
る
な
ど
４
つ

の
大
学
を
持
つ
江
別
市
な
ら
で
は

の
協
力
関
係
も
特
徴
的
で
す
。

　

北
翔
大
学
で
研
究
を
進
め
て
い

る
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
、
個
人
の

空
間
を
確
保
す
る
手
段
の
一
つ
と
し

て
各
避
難
所
運
営
訓
練
に
用
い
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
酪
農
学
園
大
学

で
は
、
災
害
時
に
地
域
の
災
害
情

報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
見
え
る
よ
う

に
す
る
「
緊
急
地
図
作
成
チ
ー
ム
」

の
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

助
け
合
い
が

災
害
を
乗
り
越
え
る

　

昭
和
56
年
の
水
害
時
に
は
、
市
内

外
の
各
団
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
身
は
義
援

金
や
物
品
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま

を
体
験
す
る
避
難
所
運
営

訓
練
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ

の
経
験
は
絶
対
に
役
に
立

つ
は
ず
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
、
地
域
全
体
で

防
災
に
備
え
る
大
切
さ
が

再
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
・
大
学
と
の
協
力

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
迅
速
な
復
旧
や
必
要
物
資

の
調
達
な
ど
に
は
、
企
業
の
力
が
不

可
欠
で
す
。

　

市
で
は
、
企
業
と
と
も
に
防
災
力

を
高
め
よ
う
と
、
企
業
向
け
の
災
害

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
ほ
か
、
25
の

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
災
害

時
に
食
料
品
や
生
活
用
品
な
ど
を
企

業
か
ら
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
を
は

備
え
る
―

助
け
合
う
―

す
。
た
だ
、
物
的
支
援
だ
け
で
な
く
、

市
内
外
か
ら
の
被
災
者
を
気
遣
う
気

持
ち
が
、
多
く
の
人
の
心
を
力
強
く

支
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
間
の
力
は
小
さ
く
、
自
然
の

驚
異
に
は
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
助

け
合
い
で
、
災
害
の
被
害
規
模
を

小
さ
く
す
る
「
減
災
」
に
は
取
り

組
め
ま
す
。

　

常
に
危
機
感
を
持
ち
、
備
え
る

こ
と
、
災
害
が
起
き
た
ら
助
け
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
や
大
事
な
人
の
命
を
守
る

た
め
に
、
今
一
度
自
分
で
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。



＜各種防災関係案内＞
○普段から備えましょう

 
○出前講座のご利用を

 

○訓練のご相談もお気軽に

○江別防災情報発信サイト

「地域の避難拠点」として学校の機能が向上
～備蓄物品の分散配置の取り組み～ ☎

 

建
設
業
向
け 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
と

は
災
害
時
に
必
要
な
対
応
を
事
前

に
取
り
決
め
、
業
務
復
旧
を
円
滑

に
行
う
計
画
で
す
。
そ
の
必
要
性

を
紹
介
し
ま
す
。
無
料
。

日
時
／
９
月
26
日
㈮
14
時
30
分
〜

17
時
。
会
場
／
野
幌
公
民
館
。

対
象
・
定
員
／
市
内
建
設
業
事
業

者
50
名
。

 

９
月
19

日
㈮
ま
で
に
総
務
課
危
機
対
策
・

防
災
担
当
に
「
氏
名
・
事
業
所
名
・

連
絡
先
」
を
☎
381
‐
１
４
０
７
ま

た
はE-m

ail=kikitaisaku@
city.

ebetsu.lg.jp

へ
。

江
別
市
水
防
計
画
変
更
案
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

水
害
の
警
戒
な
ど
を
目
的
と
し

た
江
別
市
水
防
計
画
の
変
更
に
あ

た
り
、市
民
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
は
、
水
防
従
事
者
へ

の
安
全
配
慮
を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、

諸
資
料
の
更
新
や
地
域
防
災
計
画

と
の
整
合
を
図
っ
た
点
な
ど
で
す
。

募
集
期
間
／
９
月
１
日
㈪
〜
９
月

30
日
㈫
（
必
着
）。
資
料
配
布
場

所
／
土
木
事
務
所
治
水
課
、
本
庁

舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市

役
所
大
麻
出
張
所
、
水
道
庁
舎
、

情
報
図
書
館
、
市
民
会
館
、
各

公
民
館
、
鉄
南
地
区
証
明
交
付

窓
口
、
豊
幌
地
区
セ
ン
タ
ー
、
市

Ｈ
Ｐ
。
提
出
先
／
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

防
災
関
係
の
お
知
ら
せ
か
。
土
木
事
務
所
治
水
課
〠
067
‐

０
０
４
２　

元
江
別
本
町
21
☎
383

‐
５
９
０
０

383
‐
６
８
０
４
、

Em
ail=chisui@

city.ebetsu.lg.jp

第
19
回
防
火
ふ
れ
あ
い
大
麻

君
は
達
成
で
き
る
か
な
？ 

明
日
か
ら
は

消
防
士
！

　

楽
し
み

な
が
ら
防

災
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
！
梯

子
車
搭
乗
（
整
理
券
配
布
、
小
学

生
以
上
）、
降
雨
体
験
機
械
の
出
展
、

放
水
体
験
な
ど
多
数
！
無
料
。

日
時
／
9
月
14
日
㈰
14
時
〜
16
時
。

 

消
防
署
大
麻
出
張

所
（
大
麻
元
町
192
‐
3
、
☎
386
‐

８
３
３
３
）

　

救
急
救
命
士
の

　

処
置
範
囲
が
拡
大

　
「
救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」に
伴
い
、

救
急
救
命
士
の
行
う
救
急
救
命
処

置
の
範
囲
が
拡
大
し
「
血
糖
測
定

と
、
低
血
糖
発
作
症
例
へ
の
ブ
ド

ウ
糖
溶
液
の
投
与
の
実
施
」と「
心

肺
機
能
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に

対
す
る
静
脈
路
確
保
及
び
輸
液
」

の
２
行
為
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
急
救
命
士
が
医
師
の
具
体
的

な
指
示
を
受
け
て
行
う
処
置
の
対

象
範
囲
が
、
心
肺
停
止
後
の
傷
病

者
に
限
ら
れ
て
い
た
の
も
の
か

ら
、
心
肺
停
止
前
の
重
度
傷
病
者

に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
で
、
救
命
効

果
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

処
置
範
囲
拡
大
の
講
習
を
修
了
し

た
２
名
の
救
急
救
命
士
を
８
月
１
日

か
ら
運
用
開
始
し
て
お
り
、
今
後
計

画
的
に
増
員
し
て
い
く
予
定
で
す
。

 

警
防
課
救
急
高
度
化
担
当
☎

382
‐
５
４
３
１

救
急
医
療
教
室

〜
正
し
い
知
識
が
あ
な
た
と

家
族
を
守
る
〜
　
申
込
不
要
。
無
料
。

日
時
／
９
月
６
日
㈯
10
時
〜
12
時
30
分
。

内
容
／
記
念
講
演
「
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

江
別
市
立
病
院　

循
環
器
科
主
任
部

長　

青
木 

健け
ん
じ志
、
救
急
活
動
の
実

演
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
説
明
と
実
演
、
心
肺
蘇
生
法

実
技
指
導
・
救
急
車
の
見
学
。

会
場
／
消
防
本
部
多
目
的
ホ
ー
ル

（
野
幌
代
々
木
町
80
‐
８
）。

 

救
急
課
☎
382
‐
５
４
６
５
、

江
別
医
師
会
☎
383
‐
２
１
３
６

上
級
救
命
講
習
受
講
者
募
集

　

乳
児
、
小
児
、
成
人
に
対
す
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
の
講

義
、
実
技
、
固
定
法
や
搬
送
法
な

ど
。
講
習
終
了
時
に
効
果
確
認
試
験

あ
り
。
無
料
。
日
時
／
10
月
19
日
㈰

9
時
〜
17
時
。
会
場
／
消
防
本
部
多

目
的
ホ
ー
ル
（
野
幌
代
々
木
町
80
‐

８
）
対
象
／
普
通
救
命
講
習
を
受
講

済
み
で
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
10
歳
以
上
の
方
、
先
着
30
名
。

 

9
月
8
日
㈪
9
時
か

ら
電
話
で
救
急
課
☎
382
‐
５
４
６
５

救
急
関
係
の
お
知
ら
せ



　

ま
ち
の
顔
、
玄
関
口
で
あ
る
駅
前
広
場
を
、
れ
ん
が
と
緑
の
街
並
み
と

な
る
よ
う
「
登
り
窯
」
と
「
ツ
リ
ー
」
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
12
月
に
は
北
口
広
場
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

○
れ
ん
が
の
ま
ち

　

江
別
は
全
国
で
も
有
数
の
れ
ん

が
の
ま
ち
で
す
。
そ
の
象
徴
と
し

て
北
口
広
場
中
央
に
配
置
す
る

「
登
り
窯
」
や
植
樹
帯
に
れ
ん
が

を
使
用
し
、駅
舎
や
駐
輪
場
な
ど
、

駅
周
辺
全
体
で
、
れ
ん
が
の
ま
ち

を
表
現
し
ま
す
。

○
緑
豊
か
な
ま
ち

　
道
立
自
然
公
園
野
幌
森
林
公
園

を
代
表
に
、
江
別
は
緑
豊
か
な
ま

ち
で
す
。

　

北
口
広
場
に
は
、
江
別
の
緑
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

を
中
央
（
ポ
イ
ン
ト
①
）
に
植
え

る
と
と
も
に
、
歩
道
沿
い
（
ポ
イ

ン
ト
②
ほ
か
）
に
さ
ま
ざ
ま
な
樹

木
を
植
え
る
こ
と
で
、
緑
の
ま
ち

を
表
現
し
ま
す
。

○
野
幌
駅
の
シ
ン
ボ
ル

「
登
り
窯
」

　

北
口
広
場
に
は
、
駅
利
用
者
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
多
く
の
工

夫
を
施
す
中
で
、
広
場
の
中
央
に

は
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
使
っ

北
口
広
場
に
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
登
場

「
登
り
窯
」
と
「
ツ
リ
ー
」

れ
て
い
ま
す
。
特
に
明
治
時
代
に

は
、
傾
斜
面
に
焼
成
室
を
段
々
に

連
ね
た
「
登
り
窯
」
が
用
い
ら
れ

ま
し
た
。

　

給
排
気
塔
を
煙
突
部
に
見
立
て

た
「
登
り
窯
」
の
シ
ン
ボ
ル
を
北

口
広
場
の
中
央
に
設
置
し
、
歴
史

あ
る
江
別
の
れ
ん
が
文
化
を
表
現

し
ま
す
。

○
れ
ん
が
と
緑
の
調
和

　

北
口
広
場
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

に
は
、
プ
ン
ゲ
ン
ス
ト
ウ
ヒ
を
植

栽
。
常
緑
針
葉
樹
の
た
め
、
冬
期

間
も
緑
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
植
樹
帯

を
れ
ん
が
の
壁
で
囲
み
、
駅
前
広

場
内
の
植
樹
桝
に
は
れ
ん
が
の
舗

装
材
を
敷
き
詰
め
る
タ
イ
プ
の
ツ

リ
ー
サ
ー
ク
ル
を
採
用
し
て
、
景

観
に
配
慮
し
な
が
ら
舗
装
面
を
広

く
確
保
し
、
れ
ん
が
と
緑
の
調
和

を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

都
心
整
備
課
☎
381
‐

１
０
８
２

た
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
必
要

な
給
排
気
塔
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

設
備
の
外
観
を
、
広
場
の
整
備

方
針
で
あ
る
「
れ
ん
が
と
緑
」
に

調
和
さ
せ
な
が
ら
、
江
別
を
表
現

す
る
た
め
、
地
元
活
性
化
協
議
会

や
自
治
会
な
ど
と
協
働
で
デ
ザ
イ

ン
の
検
討
を
重
ね
、「
風
」「
水
」「
サ

イ
ロ
」「
登
り
窯
」「
こ
ど
も
盆
踊

り
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
中
か

ら
、
れ
ん
が
を
活
用
し
て
江
別
の

歴
史
を
感
じ
る
も
の
と
し
て
、「
登

り
窯
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

江
別
の
れ
ん
が
は
、
古
く
か
ら

そ
の
多
く
が
野
幌
地
区
で
生
産
さ

☎

ポイント②：ツリーサークル

ポイント②ポイ

ポイント①

 

ポイント① ：登り窯のシンボルとシンボルツリーポイ



　

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
な
ど

を
取
得
す
る
に
は
利
用
登
録
を
し

た
住
基
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
す

で
に
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

で
も
、
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い

場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
住
基
カ
ー
ド
の
無
料
交

付
も
行
っ
て
い
ま
す
（
再
交
付
の

場
合
は
500
円
）。
便
利
に
な
っ
た

こ
の
機
会
に
住
基
カ
ー
ド
を
お
作

り
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

気
に
な
っ
た
方
は
い
ま
す
ぐ
下

段
の
申
請
方
法
を
チ
ェ
ッ
ク
！

利
用
登
録
を
し
た
住
基

カ
ー
ド
は
お
持
ち
で
す
か
？

● 

利
用
可
能
時
間
帯

6
時
30
分
〜
23
時
（
年
末
年
始
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
。）

● 

取
得
で
き
る
証
明
書
な
ど

住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明

書
、
戸
籍
の
証
明

書
、税
務
証
明（
所

得
証
明
書
、
課
税

証
明
書
、
所
得
・

課
税
証
明
書
）。

※
備
考
欄
、
住
民
票
コ
ー
ド
入
り

の
住
民
票
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
取

得
で
き
ま
せ
ん
。

● 

用
意
す
る
も
の

１
．
印
鑑

２
．
本
人
確
認
書
類
…
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
（
顔
写
真

付
き
は
1
点
、
そ
れ
以
外
は
2
点

必
要
で
す
。）

３
．
写
真
付
き
を
希
望
さ
れ
る
方

は
写
真
。（
窓
口
で
無
料
で
撮
影

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

● 

申
請
用
紙
配
布
場
所

　

市
民
課
・
市
役
所
大
麻
出
張
所

の
窓
口
・
各
公
民
館
や
情
報
図
書

館
な
ど
の
公
共
施
設
の
ほ
か
、
市

HP
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
か
の
方
法

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

Ａ 

：
窓
口
で
の
お
申
込
み

①
窓
口
で
申
請
書
に
ご
記
入
の

上
、
本
人
確
認
書
類
を
提
示
し
て

申
請
し
ま
す
。

②
照
会
書
が
郵
送
で
申
請
者
本
人

の
お
手
元
に
。

③
②
の
書
類
に
本
人
が
署
名
捺
印

し
、
窓
口
で
お
受
け
取
り
。

Ｂ
：
郵
送
で
の
お
申
込
み

①
配
布
場
所
に
あ
る
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
確
認

書
類
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
市
役
所

市
民
課
へ
郵
送
。

②
は
右
記
と
同
じ
。

③
窓
口
で
本
人
が
お
受
け
取
り
。

※
手
続
き
か
ら
受
け
取
り
ま
で
に

は
、
1
〜
2
週
間
か
か
り
ま
す
。

※
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
そ
の

際
の
受
け
取
り
は
ご
本
人
様
の
み

と
な
り
ま
す
。

詳
細
／
市
民
課
☎
381
‐
１
０
２
０

（
税
務
証
明
関
係
は
市
民
税
課
☎

381
‐
１
０
１
２
）

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
、
ま
す
ま
す
便
利
に
！

　

9
月
1
日
㈪
か
ら
市
内
の
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト（
一
部
店
舗
を
除
く
）

で
も
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
を
使
っ
て
住
民
票
な

ど
の
各
種
証
明
書
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
今
後

市
外
の
店
舗
で
も
取
り
扱
い
が
拡

大
す
る
予
定
で
す
。

　

す
で
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て

い
る
、
全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ

ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ

ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
と

あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

よ
り
多
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で

利
用
可
能
に
な
り
ま
す

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

　江別市・市内 4大学・江別商工会議所は、「協
働のまちづくり」を推進するとともに、学生や
大学の力をまちづくりに活かすため、「えべつ
未来づくり学生コンペティション」を開催しま
す！また、提案の参考としていただくため、市
内を視察するバスツアーも実施します。
　「えべつをこんなまちにしたい」、「えべつを
もっと知ってほしい」など、まちづくりにアイ
デアをお持ちの市内大学の学生の皆さんからの
提案をお待ちしております（提案発表コンペは
市内会場において公開し、発表内容を審査のう
え表彰、記念品の贈呈も予定しています）。
※提案は、ホームページなどに掲載するほか、
市の施策や事業に取り入れることがあります。

対象／市内に所在する大学、短期大学、大学院に在
学している学生（個人・グループなどの参加形態や、

学年、国籍、専門分野は問いません）。

※平成 27 年 2月頃に開催する提案発表コンペに参加

可能な方に限ります。

日時／バスツアー：平成 26 年 10 月 4日㈯ 9時頃～。
提案発表コンペ：平成 27 年 2月頃。

申込期限／平成 26 年９月 25 日㈭ 17 時まで。
申込先・詳細／企画課（大学を通して申込書を提出。）
☎ 381-1015、E-mail=kikaku@city.ebetsu.lg.jp

参加者
　募集！
参加者参加参加者加者
募集募集募集

★



　

自
然
環
境
研
究
室
主
宰
の
鮫
島

惇
一
郎
さ
ん
、
自
然
散
歩
講
座
の

村
野
道
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
、
８
か
所
程
度
の
市
内
の
名
木

巡
り
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
９
月
25
日
㈭
10
時
〜
15
時
。

●
集
合
場
所
／
市
役
所
正
面
玄
関
。

●
定
員
／
先
着
40
名
。

●
料
金
／
バ
ス
代
金
と
し
て

１
０
０
０
円
。

●
持
ち
物
／
歩
き
や
す
い
靴
と
服

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
無
理
の

な
い
運
動
の
継
続
が
大
切
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
特
別
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
や
運
動
神
経
を
必
要
と
せ

ず
、
自
分
に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
行

え
る
た
め
、
幅
広
い
年
齢
層
に
お

勧
め
で
き
る
運
動
で
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
知

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

参
加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
／
９
月
27
日
㈯
10
時
〜
12

時
30
分
（
受
付
時
間
９
時
40
分
か

ら
。
小
雨
決
行
、
悪
天
候
の
場
合

は
中
止
）。

●
コ
ー
ス
／
概
ね
３
km
ま
た
は
６

km
で
大
麻
中
央
公
園
宮
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
大
麻
宮
町
10
）
集
合
。

●
定
員
／
200
名
（
先
着
）

●
申
込
方
法
／
９
月
９
日
㈫
か
ら

９
月
22
日
㈪
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
か
市
役
所
大
麻
出
張
所
に
直

接
申
し
込
む
か
、
電
話
（
平
日
８

時
45
分
〜
17
時
15
分
）
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
希
望
の
コ
ー
ス
（
３

km
ま
た
は
６
km
）
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

●
参
加
費
／
小
学
生
以
上
100
円

（
未
就
学
児
は
無
料
）
当
日
持
参
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
持
ち
物
／
帽
子
、
汗
拭
き
タ
オ

ル
、
飲
み
物
。
※
歩
き
や
す
い
服

装
、
履
き
な
れ
た
運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

 

申
込
・
詳
細　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
385-

５
２
５
２
・
市
役
所
大
麻

出
張
所
☎
382-

４
８
５
５ 　

385-

８
１
３
０

　

江
別
の
地
酒「
瑞
穂
の
し
ず
く
」

に
使
用
さ
れ
る
酒
米
「
彗
星
」
の

稲
刈
り
体
験
と
小
林
酒
造
㈱
の
見

学
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
ん
菓
子
作
り
の
実
演

や
新
米
（
予
定
）
を
使
用
し
た
お

に
ぎ
り
づ
く
り
も
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
９
月
21
日
㈰
９
時
30
分

〜
13
時
30
分（
江
別
市
役
所
前
集
合
）。

●
定
員
／
25
名
（
希
望
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
18
日
㈭
頃
に
通
知

☎

親子
で

ご参
加を
！

　

予
定
）。

●
参
加
費
／
１
０
０
０
円
。

●
申
込
方
法
／
９
月
12
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 
申
込
先
・
詳
細　

農
業
振
興
課  

☎
381-
１
０
２
５

装
、
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
天
の

場
合
の
雨
具
。

●
申
込
方
法
／
９
月
４
日
㈭
〜

17
日
㈬
に
電
話
で
環
境
課
へ
。

市
内
在
住
者
を
優
先
。

 

詳
細  

環
境
課
☎
381-

１
０
４
６

※イラスト予定



　

消
費
生
活
に
つ
い
て
、
楽
し
く

学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　

午
前
の
部
は
「
子
ど
も
の
ひ
ろ

ば
〜
今
と
む
か
し
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
古
布

で
の
お
手
玉
づ
く
り
や
身
近
な
リ

サ
イ
ク
ル
工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど

や
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
詐
欺
に

備
え
た
「
知
っ
て
る
？
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
」
の
ク
イ
ズ
も
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
に

よ
る
「
親
子
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン

作
り
」
も
同
時
開
催
。

る
コ
ツ
を
農
学
博
士
が
講
義
し
ま

す
。

　

来
年
の
家
庭
菜
園
、
花
壇
の
た

め
に
堆
肥
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

●
日
時
／
①
９
月
27
日
㈯
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
。
②
10
月
４
日
㈯

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会
場
／
①
江
別
市
勤
労
者
研
修

セ
ン
タ
ー
研
修
室
２
号
。
②
大
麻

公
民
館
研
修
室
３
号

●
定
員
／
各
30
名
。
無
料
。

●
申
込
方
法
／
電
話
か
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

 

申
込
先
・
詳
細　

江
別
市
指
定

管
理
者　

草
野
作
工
株
式
会
社
・

〠
067-

０
０
６
３　

上
江
別
西
町

16
・
☎
398-

３
０
１
０ 　

382-

２

２
３
２
※
草
野
作
工
HP
の
フ
ォ
ー

ム
メ
ー
ル
で
も
可
。

～

● ／
●

／

☎

㈰

☎
☎

    

　

江
別
市
内
の
公
園
で
集
め
ら
れ

る
落
ち
葉
で
、
上
手
に
堆
肥
を
作

●
会
場
／
江
別
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
。

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
作
り
／
定
員

親
子
20
組
。
料
金
500
円
。
９
月
17

日
㈬
ま
で
に
電
話
で
消
費
者
の
ひ

ろ
ば
実
行
委
員
会
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

 

詳
細　

消
費
者
の
ひ
ろ
ば
実
行

委
員
会
（
商
工
労
働
課
内
）　

☎

381-

１
０
２
３

　

午
後
の
部
は
、
料
理
研
究
家 

の
小
笠
原 

登
志
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、
子
ど
も
と
一
緒
に
作
れ
る

乳
製
品
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
を
紹
介
し
た
料
理
＆
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
作
り
以
外
は

申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
９
月
27
日
㈯

午
前
の
部
10
時
〜
12
時
。

午
後
の
部
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
。



■ 

短
歌
大
会 

　
10
月
12
日
㈰
９
時
30
分
受
付
、

　
10
時
開
始

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

９
月
30
日
㈫
／
参

加
料
500
円
、
懇
親
会
費
１
５
０
０

円
（
出
席
者
の
み
）。
は
が
き
に
未

発
表
の
自
由
詠
１
首
と
懇
親
会
出

席
の
有
無
を
記
入
の
う
え
事
務
局

の
古
寺
（
こ
で
ら
）
柳
子
さ
ん 

（
〠
069-

０
８
３
１　

野
幌
若
葉
町
22-

１ 

☎
384-

１
９
５
５
）
へ
郵
送
。
講
師

は
林
多
美
子
氏
。

 

詳
細     

菅
野（
か
ん
の
）礼
子
さ
ん 

（
☎

385-

５
６
７
６
）。

■ 

川
柳
大
会

　

10
月
25
日
㈯
13
時
〜
17
時

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

10
月
24
日
㈮
／
宿

題
は
「
芸
」「
故
郷
」「
透
き
通
る
」

の
各
３
句
詠
。
出
席
者
は
当
日
持

ち
寄
り
。
参
加
料
１
５
０
０
円
（
親

睦
会
費
含
む
）。
投
句
の
み
参
加
の

方
は
前
日
必
着
。
投
句
料
200
円
。

 

申
込
・
詳
細   
丸
山
英
柳
（
え
い
り
ゅ

う
）
さ
ん
（
〠
069-
０
８
１
３ 

野
幌

町
４-

１
パ
ラ
ス
プ
ラ
ザ
401
号
☎･

383-

２
３
０
４
）。

■ 

俳
句
大
会

　
11
月
２
日
㈰
10
時
〜
16
時

　
中
央
公
民
館

　

申
込
締
切　

10
月
14
日
㈫
／
対

象
は
市
内
在
住
の
方
と
、市
内
句
会

加
入
の
俳
句
愛
好
家
。兼
題
は
「
茸

（
き
の
こ
）」「
菊
」「
当
季
雑
詠
」。１
人
３

句
以
内
。参
加
料
千
円
（
昼
食
代
・

賞
品
代
）。当
日
受
付
で
集
め
ま
す
。

投
句
は
、は
が
き
か
適
宜
用
紙
（
た

だ
し
、投
句
者
は
当
日
出
席
を
条
件

と
し
ま
す
）。

  

投
句
先
・
詳
細   

西
村
栄
一
さ
ん    

（
〠
067-

０
０
１
５　

５
条
２
丁
目

17
☎
383-

０
６
４
１
）。

　
■ 

囲
碁
大
会

　
10
月
26
日
㈰ 

12
時
〜
18
時

　
中
央
公
民
館

　

先
着
順
で
小
中
学
生
の
部
10
名

（
１
ク
ラ
ス
）、 

一
般
の
部
50
名（
Ａ
、

Ｂ
、Ｃ
の
３
ク
ラ
ス)

。  

参
加
料
は
、

小
中
学
生
の
部
は
無
料
、 

一
般
の
部

は
800
円
。当
日
11
時
30
分
か
ら
直
接

会
場
で
受
け
付
け
後
、 

12
時
か
ら
対

局
開
始
。

   

詳
細     

守
屋
健
治
さ
ん (

☎
383-

７

１
６
３
）。

■ 

将
棋
大
会

　
11
月
２
日
㈰
13
時
〜
17
時

　
青
年
セ
ン
タ
ー

　

小
中
学
生
の
部
、一
般
の
部（
Ａ
、

Ｂ
、Ｃ
の
３
ク
ラ
ス
）。 

参
加
料
は
、

小
中
学
生
と
会
員
は
無
料
、 

一
般
の

部
は
500
円
。当
日
直
接
会
場
で
13
時

ま
で
受
け
付
け
。 

13
時
か
ら
対
局
開

始
。 

  

詳
細   

藤
田
昌
之
さ
ん 

（
☎
383-

８

５
６
５
）。

■ 

茶
　
会

　
11
月
３
日
㈪
10
時
〜
15
時

　
中
央
・
野
幌
・
大
麻
公
民
館

　
直
接
会
場
へ
。

  

詳
細   

中
央
公
民
館
／
本
間
佐
登

美
さ
ん（
☎
381-

２
０
５
５
）。

　

野
幌
公
民
館
／
小
松
三
保
子
さ
ん 

（
☎
662-

２
０
２
６
）。

　

大
麻
公
民
館
／
中
西
瑤
子（
よ
う
こ
）

さ
ん（
☎
386-

５
５
０
９
）。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
17

時
ま
で
（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

■ 
市
民
美
術
展 

　
10
月
26
日
㈰
〜
30
日
㈭

　
野
幌
公
民
館

 　

作
品
の
搬
入
受
付  

10
月
19
日
㈰

13
時
〜
16
時
に
団
体
活
動
室
へ
。／

市
内
在
住
の
方 

（
小
・
中
・
高
校
生
を

除
く
） 

の
作
品
展
示
。 

作
品
は
絵
画

の
み  

（
油
彩
、水
彩
、日
本
画
、パ
ス

テ
ル
、版
画
、切
り
絵
他
）  

で
、市
内

で
未
発
表
の
作
品
。  

大
き
さ
は
、 

120

号
以
下
６
号
ま
で
２
点
以
内
。 

異
種

組
合
せ
可
。 

出
品
作
品
の
裏
面
右
上

に
題
名
、  

住
所
、 

氏
名
を
記
入
し
た

出
品
副
票
を
貼
付
す
る 

（
応
募
出
品

票
は
３
公
民
館
ほ
か
に
用
意
）。  

作

品
は
額
装
、吊
り
紐
を
取
り
付
け
る

こ
と
。 

30
号
以
上
の
ガ
ラ
ス
入
り
額

装
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。 

作
品
の

保
管
に
つ
い
て
、 

不
慮
の
損
傷
や
紛

失
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
。  

出
品
料
は
、 

１
点
20
号
以
上
２

千
円
、  

同
未
満
千
円
、 

２
点
目
は
500

円
増
。  

  

申
込
・
詳
細  

事
務
局
長
の
砂
山

信
一
さ
ん（
☎
385-

１
７
５
１
）。

　

趣
味
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果
を
展
示
や
実
演
で
披
露
す
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
祭
で

す
。
川
柳
や
俳
句
・
短
歌
、囲
碁
や
将
棋
な
ど
の
大
会
も
開
か
れ
ま
す
。
文
芸･

生
活
文
化･

展

示
部
門
は
、10
月
12
日
㈰
〜
11
月
３
日
㈪
に
開
催
。
参
加
希
望
の
方
は
期
日
ま
で
に
申
込
先
へ
。

会
場
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、
青
年
セ
ン
タ
ー
で
す
。

      

詳
細　

江
別
市
文
化
協
会
事
務
局 

☎
598-

７
１
６
１
（
火
〜
金
曜
日
の
13
時
〜
16
時
30
分
）

　

行
事
名
、
開
催
日
、
会
場
、
申
込
締
切
、
内
容
・
参
加
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。



■ 

一
般
展
示 

（
市
民
の
サ
ー
ク

ル
な
ど
や
個
人
で
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。） 

　
11
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪

　
中
央
・
野
幌
・
大
麻
公
民
館

　

申
込
締
切

　

９
月
12
日

㈮
／
籐
工
芸
、

 

園
芸
、 

日
本

画
、 

押
し
花
、

手
編
み
、 

七

宝
焼
、 

バ
ー

ド
カ
ー
ビ
ン

グ
、布
絵
、和

紙
ち
ぎ
り
絵
、

 

木
彫
り
、水

墨
画
、 

ト
ー

ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、  

ボ
ト
ル
シ
ッ

プ
、ペ
ン
習
字
、ペ
ン
書
道
、児
童
習

字
、書
道
、 

絵
手
紙
、 

キ
ル
ト
、パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、革
工
芸
、 

木
目
込
人
形

ほ
か
。

　

サ
ー
ク
ル
や
個
人
の
多
様
な
出

品
物
の
展
示
。
出
品
希
望
者
は
、
各

公
民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
で

各
公
民
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
品
料
は
、
個
人
500
円
、
団
体
２
千

円
（
文
化
協
会
会
員
は
無
料
）。
出

品
料
は
会
場
ご
と
の
事
前
打
ち
合

わ
せ
会
議
で
集
め
ま
す
。
展
示
種

目
及
び
会
場
は
、
参
加
申
込
状
況

な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 
詳
細    

文
化
協
会
事
務
局
（
☎
598-

７
１
６
１
）
ま
た
は
、
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係 

（
☎
 -

１
０
６
０
）。

■ 

市
民
菊
花
展

　
11
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

申
込
締
切　

10
月
20
日
㈪
／
一

般
市
民
と
菊

友
会
会
員
に

よ
る
菊
花
展
。

展
示
品
は
大

菊
・
小
菊
な

ど
は
問
い
ま

せ
ん
。
種
目

別
審
査
規
定

あ
り
。
出
品
料
千
円
。

 

申
込
・
詳
細 

菊
友
会
事
務
局
の
山

崎
一
之
さ
ん
（
☎
383-

０
８
４
０
）。

■ 

市
民
書
道
展

　
11
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

10
月
１
日
㈬
／
市

内
在
住
の
方
の
書
道
展
。
未
発
表

作
品
（
漢
字
、
か
な
、
近
代
詩
文
、

墨
象
、
篆
刻
、
刻
書
な
ど
）
を
額

装
ま
た
は
軸
装
で
出
品
。
出
品
料

500
円
。

 

申
込
・
詳
細 

山
田
静
山
（
せ
い
ざ
ん
）

さ
ん
（
☎
382-

０
７
９
３
）。

■ 

市
民
陶
芸
展

　
11
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

９
月
30
日
㈫
／
市

内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
の
陶

芸
展
。
粘
土
で
焼
成
し
た
陶
芸
作

品
で
１
人
１
点
。
出
品
料
は
個
人

500
円
、
団
体
千
円
。

 

申
込
・
詳
細 

丸
谷
（
ま
る
や
）
孝
二

さ
ん
（
☎
384-

５
５
２
７
）。

■ 

市
民
盆
栽
展

　
11
月
１
日
㈯
〜
３
日
㈪

　
野
幌
公
民
館

　

申
込
締
切　

10
月
15
日
㈬
／
市

内
在
住
の
方
と
盆
栽
同
好
会
に
よ

る
盆
栽
展
。
出
品
料
は
千
円
。

  

申
込
・
詳
細 

中
川
隆
さ
ん
（
☎

382-

３
９
６
５
）。

●

●

●

☎

 
▶
▶

▶ ▶
▶

▶

☎

▶

▶ 。▶

☎
381



　

９
月
１
日
㈪
よ
り
新
た
に
市
内

公
共
施
設
６
か
所
に
小
型
家
電
回

収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
使
用
済

小
型
家
電
製
品
の
無
料
回
収
を
行

い
ま
す
。ま
た
、既
存
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
つ
い
て
も
取
り
扱
い
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

【
回
収
で
き
る
も
の
】

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
（
45

㎝
×
45
㎝
）
に
入
る
最
大
辺
が
45

㎝
以
内
の
大
き
さ
の
小
型
家
電
製

品
で
、
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

り
壊
れ
た
り
し
た
も
の
。
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
パ

ソ
コ
ン
、携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

小
型
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
電
子

手
帳
、
電
子
辞
書
、
電
卓
、
ゲ
ー

ム
機
、
携
帯
電
話
、
電
話
機
（
子

機
含
む
）、
家
庭
用
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
カ
ー
ナ
ビ
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
各
種
付
属
品

(

ア
ダ
プ
タ
ー
、
接
続
コ
ー
ド
、

通
信
ケ
ー
ブ
ル
、
リ
モ
コ
ン
、
充

電
機
器
、
イ
ヤ
ホ
ン)

な
ど
。

【
回
収
で
き
な
い
も
の
】

　

投
入
口
に
入
ら
な
い
も
の
。
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
機
器
（
テ

レ
ビ
、冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
、洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
）。
Ｃ

Ｄ
、
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
記

録
媒
体
。
事
業
所
や
店
舗
で
使
っ

て
い
た
小
型
製
品
。
灯
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
灯
油
を
使
用
し
て
い
る
も

の
、
除
湿
器
な
ど
で
フ
ロ
ン
を
使

用
し
て
い
る
も
の
。
電
球
、
蛍
光

管
、
電
池
類
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
モ

ニ
タ
ー
、
こ
た
つ
、
電
気
毛
布
類
。

【
注
意
事
項
】

　

袋
や
箱
な
ど
は
回
収
ボ
ッ
ク
ス

に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
個
人

情
報
が
含
ま
れ
る
も
の
は
、
あ
ら

か
じ
め
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
収
拠
点
】

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
（
高
砂
町

６
）、
市
役
所
大
麻
出
張
所
（
大

麻
中
町
26
‐
４
）、
水
道
庁
舎
１

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量
化

の
た
め
、
生
ご
み
堆
肥
化
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
講
習
会

で
は
、「
段
ボ
ー
ル
式
容
器
」「
密

閉
式
容
器
」「
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
容

器
」の
使
い
方
の
コ
ツ
を
中
心
に
、

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
の
使
用
法
と

ご
み
減
量
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

９
月
に
ご
み
・
資
源
物
収
集
日

カ
レ
ン
ダ
ー
を
全
戸
配
布
し
ま

す
。
９
月
末
に
な
っ
て
も
届
い
て

い
な
い
場
合
は
廃
棄
物
対
策
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
分
別
の
手
引
き
」
は

今
年
度
発
行
い
た
し
ま
せ
ん
。
次

回
は
平
成
27
年
度
に
２
か
年
使
用

と
し
て
発
行
予
定
で
す
。

廃
棄
物
対
策
課
減
量
推
進

係
☎
383
‐
４
２
１
１

ご利用く
ださい !

日
時
／
９
月
30
日
㈫
10
時
〜
11
時

30
分
。

会
場
／
野
幌
公
民
館
研
修
室
３
・

４
号
。

定
員
／
30
名
。
料
金
／
無
料
。

申
し
込
み
／
９
月
26
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

廃
棄
物
対
策
課
減

量
推
進
係
☎
383
‐
４
２
１
１

生
ご
み
堆
肥
化

講
習
会

て
い
ま
し
た
が
、
９
月
よ
り
取
扱

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

継
続
／
マ
ツ
ヤ
デ
ン
キ
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
江
別
店

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
店
員
に
お
声

か
け
い
た
だ
き
引
き
渡
し
て
く
だ

さ
い
。

廃
止
／
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
江
別
本
店

　

店
舗
独
自
の
回
収
シ
ス
テ
ム
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
直

接
店
舗
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
対
策
課
減
量
推
進

係
☎
383
‐
４
２
１
１

ご
み
・
資
源
物

収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー

階
（
萩
ヶ
岡
１
‐
４
）、
環
境
事

務
所
（
工
栄
町
14
‐
３
）、
豊
幌

地
区
セ
ン
タ
ー
（
豊
幌
686
‐
10
、

野
幌
鉄
南
地
区
セ
ン
タ
ー
（
東
野

幌
本
町
62
‐
１
）

【
回
収
時
間
な
ど
】

▽
市
役
所
本
庁
舎
・
市
役
所
大
麻

出
張
所
・
水
道
庁
舎
・
環
境
事
務

所=
８
時
45
分
〜
17
時
15
分
。

　

た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

▽
野
幌
鉄
南
地
区
セ
ン
タ
ー
、
豊

幌
地
区
セ
ン
タ
ー
＝
９
時
〜
21

時
。

　

た
だ
し
、
月
曜
（
月
曜
日
が
祝

日
の
と
き
は
翌
日
）、
年
末
年
始

は
回
収
し
ま
せ
ん
。

●
既
存
の
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
市
内
家
電
販
売
店
２

店
舗
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し



光る個性を一緒に見つける。
蒼樹大学絵手紙講座講師

  お が さ わ ら　　     み　 な 　こ

小笠原　美那子さん

　

心
に
残
る
絵
手
紙

　
た
く
さ
ん
の
絵
手
紙
に
出
会
っ
て
き
た
小
笠
原
さ

ん
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
。
半
身
麻
痺
の
リ

ハ
ビ
リ
絵
手
紙
教
室
か
ら
の
お
礼
の
絵
手
紙
と
い
い

ま
す
。
病
気
や
怪
我
の
苦
し
み
を
乗
り
越
え
た
人
の

絵
手
紙
に
は
、
明
る
い
絵
や
言
葉
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。「
利
き
手
が
使
え
ず
、
逆
の
手
で
不
自
由
な
が

ら
も
、
前
向
き
で
明
る
い
一
生
懸
命
に
感
謝
の
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」
と
、
思
い
出
の
絵
手
紙
を

取
り
出
し
小
笠
原
さ
ん
は
目
を
細
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
教
わ
る

　

小
笠
原
さ
ん
は
野
幌
若
葉
小
学
校
で
、
卒
業
制
作

の
自
画
像
絵
手
紙
の
講
師
を
こ
れ
ま
で
6
年
間
勤
め

て
い
ま
す
。「
真
っ
白
な
紙
を
前
に
す
る
と
、
最
初

の
ひ
と
筆
に
迷
い
、
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
子
が
い

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、技
術
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、

本
人
が
気
が
付
い
て
い
な
い
、
キ
ラ
リ
と
光
る
個
性

を
一
緒
に
見
つ
け
る
ん
で
す
」。

　
小
笠
原
さ
ん
は
、
来
年
3
月
に
卒
業
を
控
え
る
児

童
た
ち
に
も
絵
手
紙
を
教
え
る
予
定
で
す
。「
子
ど

も
た
ち
は
大
き
な
未
来
を
持
ち
、
大
人
に
は
決
し
て

描
け
な
い
の
び
の
び
と
し
た
夢
の
あ
る
絵
を
描
き
ま

す
。
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
あ
げ
る
た
め
に
は
、

自
分
自
身
も
磨
き
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
」
と
、
絵
手

紙
を
通
し
て
輝
く
個
性
を
日
々
、
探
し
て
い
ま
す
。

【プロフィール】
昭和5年10月28日生　江別市内在住、公民館などの絵手紙サークルの講師、
「野幌絵手紙の会」会長を務めています。蒼樹大学の絵手紙講座や、土曜広
場など、絵手紙の舞台で日々、活躍しています。

　

筆
か
ら
広
が
る
美
し
い
色
彩

 

筆
に
顔が
ん
さ
い彩
と
い
う
日
本
画
に
用
い
る
絵
の
具
を

つ
け
、
さ
ら
さ
ら
筆
を
走
ら
せ
ま
す
。
わ
ず
か
15
分

ほ
ど
で
1
枚
の
真
っ
白
な
紙
に
、
色
鮮
や
か
な
世
界

が
広
が
り
ま
す
。
教
室
の
中
心
に
、
小
笠
原
美
那
子

さ
ん
の
笑
顔
が
あ
り
ま
す
。
小
笠
原
さ
ん
は
、
高
齢

者
の
生
涯
学
習
教
室
「
蒼そ
う
じ
ゅ樹
大
学
」
や
土
曜
広
場
の

絵
手
紙
講
師
の
ほ
か
、
9
つ
の
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
の

指
導
な
ど
に
18
年
間
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

絵
手
紙
を
書
く
き
っ
か
け

 

小
笠
原
さ
ん
は
、
日
本
画
家
の
父
の
影
響
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
と
書
道
を
勉
強
し
、
昭
和
61
年

に
書
道
教
室
を
主
宰
。
し
か
し
、
書
道
を
続
け
て
い

る
う
ち
に
、
段
位
や
賞
は
勉
強
の
結
果
で
、
実
績
を

目
的
と
し
て
競
う
の
は
、
本
来
の
姿
で
は
な
い
と
い

う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
絵
手

紙
の
創
始
者
、
小
池
邦
夫
先
生
と
出
会
い
ま
す
。
自

由
に
表
現
し
、
贈
る
相
手
へ
気
持
ち
を
純
粋
に
伝
え

る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
の
が
、
絵
手
紙
を
始
め
る

き
っ
か
け
で
し
た
。
技
術
で
は
な
く
、
自
由
な
の
が

絵
手
紙
の
魅
力
。に
じ
ん
だ
線
も
個
性
に
な
り
ま
す
。

「
絵
手
紙
に
失
敗
は
あ
り
ま
せ
ん
、
大
切
な
の
は
書

き
た
い
と
思
う
気
持
ち
。
そ
れ
が
絵
手
紙
を
生
き
生

き
と
さ
せ
ま
す
」
と
小
笠
原
さ
ん
。

小笠原さんの作品。この他の
作品を背表紙にカラーで掲載。

旧町村農場で絵手紙展を開催「みんなで実
みの

ろう会」展

　小笠原美那子さんと市内の絵手紙サークル
の合同絵手紙展を開催。父と母へ送る絵手紙
など、素敵なメッセージを込めた絵手紙を出
展します。

入場無料

旧町村農場（いずみ野 25）☎ 383-7734
会場・詳細
10 時～ 16 時 30 分（最終日のみ 16時終了）

日時

9月3日　～9日水 火















市からの

おしらせおしらせ

募
集
・
試
験

えべチュン
メモ

市
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
団
体
活
動
の
場
で
交
通
安
全
運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。教
室
の
開
催
は
無
料
で
反
射
材
な
ど
も
配
布
し
ま
す
。詳
し
く
は
市
HP
へ
！（
市
民
生
活
課
交
通
防
犯
係
☎
381
・
1
0
9
3
）

善意に感謝します

今年6月中にご寄附をいただいた個
人・法人・団体で、公表に同意いただ
いた皆さんです。

詳細　契約管財課☎381-1066 

㈲エアーダイブ 児童図書57冊

ふるさと納税

富山一治さん（札幌市） 1万円

酒井基さん（沖縄県北谷町） 1万円

社会事業寄附金
江別管工事業協同組合 10万円
江別リサイクル事業協同組合 8万円
㈱エコクリーン江別 8万円

消防事業寄附金

江別市防火管理者連絡協議会 50万円
江別市危険物安全協会 50万円

物品寄附

えべチュン
メモ

【
9
月
21
日
㈰
〜
30
日
㈫
は
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
】日
没
時
間
が
早
ま
り
ま
す
。運
転
者
は
早
め
の
点
灯
を
、自
転
車
・
歩
行
者
は
反
射
材
を
！（
市
民
生
活
課
交
通
防
犯
係
☎
381
・
1
0
9
3
）

暮
ら
し

健
康
・
福
祉

とみやまかずはる

さか いもとい

　

市
役
所
事
務
・
業
務
補
助
員

　
（
臨
時
的
任
用
職
員
）

応
募
資
格
…
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
。①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高

等
学
校
以
上
を
卒
業
し
て
い
る
方
。

②
市
内
の
勤
務
場
所
に
通
勤
が
可
能

な
方
。③
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
文

書
作
成
や
表
計
算
作
業
が
で
き
る

方
。募
集
人
員
…
10
名
程
度
。

職
務
内
容
…
窓
口
応
対
、パ
ソ
コ
ン

な
ど
に
よ
る
文
書
作
成
、集
計
作
業

そ
の
他
の
補
助
業
務
に
従
事
し
ま

す
。詳
し
く
は
配
属
先
ご
と
に
定
め

ま
す
。応
募
方
法
…
職
員
課
、市
役
所

大
麻
出
張
所
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
え
べ

つ
で
配
布
す
る
申
込
書（
市
HP
か
ら

も
入
手
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

通
常
は
が
き
と
と
も
に
郵
送
ま
た
は

直
接
申
込
。募
集
期
間
…
9
月
1
日

㈪
〜
10
日
㈬
。※
必
着
。選
考
方
法
…

9
月
19
日
㈮
に
個
別
面
接
を
実
施
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、事
前
に
書

類
選
考
を
行
う
場
合
あ
り
。

申
込
先
・
詳
細
…
職
員
課 

〠067-8674 

高
砂
町
6
☎
381
・
1
0
0
7

　
保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク
の
開
設

　
保
育
士
な
ど
の
資
格
を
有
し
、市
内

の
保
育
園
で
就
労
を
希
望
す
る
方
の
た

め
の
人
材
バ
ン
ク
を
開
設
し
ま
す
。登

録
者
に
は
採
用
希
望
の
保
育
園
よ
り
連

絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。対
象
…
保
育

士
・
調
理
員
・
栄
養
士
・
看
護
師
な
ど

の
資
格
を
お
持
ち
の
市
内
ま
た
は
隣

接
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
方
。

開
設
…
10
月
1
日
㈬
〜
。

申
込
先
・
詳
細
…
保
育
課
保
育
係

☎
381
・
1
0
3
0　

5
381
・
1
0
7
0

hoikuka@
city.ebetsu.lg.jp

　

江
別
市
立
病
院
の
職
員

①
看
護
師（
経
験
者
）

②
助
産
師（
経
験
者
）

③
看
護
師
・
助
産
師（
資
格
取
得
見
込
者
）

応
募
資
格
…
①
②
昭
和
44
年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
で
、看
護
師
の
有
資
格
者
。

③
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

で
、平
成
27
年
4
月
ま
で
に
看
護
師
・
助

産
師
免
許
取
得
見
込
み
の
者
。試
験
日

…
①
9
月
17
日
㈬
、10
月
8
日
㈬
、11
月

12
日
㈬
。②
9
月
17
日
㈬
。③
9
月
17
日

㈬
、10
月
8
日
㈬
。応
募
方
法
…
試
験

日
の
5
日
前
ま
で
に
、市
立
病
院
事
務

局
が
配
布
す
る
必
要
書
類
と
、最
終
学

校
卒
業（
見
込
）証
明
書
、成
績
証
明
書
、

①
②
の
方
は
看
護
師
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
提
出
。※
非
常
勤
職
員（
看
護

師
・
准
看
護
師
）は
随
時
募
集
。

申
込
先
・
詳
細
…
市
立
病
院
管
理
課

総
務
係 

〠067-8585 

若
草
町
6

☎
382
・
5
1
5
1（
内
線
2
0
0
6
）

　

自
衛
官
・
防
衛
大
学
生

●
防
衛
大
学
生
と
防
衛
医
科
大
学
生

（
医
学
科
・
看
護
学
科
）

受
付
期
間
…
9
月
5
日
㈮
〜
30
日

㈫
。説
明
会
…
江
別
地
域
事
務
所
で

毎
週
水
曜
日
に
実
施
。そ
の
ほ
か
…

自
衛
官
候
補
生
は
年
間
を
通
し
て
募

集
し
て
い
ま
す
。応
募
先
・
詳
細
…
江

別
地
域
事
務
所
☎
383
・
8
9
5
5

市
民
課
☎
381
・
1
0
2
0

　

市
営
住
宅
の
入
居
者

住
宅
…
一
般
世
帯
向
け
の
市
営
住

宅
。受
付
開
始
日
時
…
9
月
8
日
㈪

8
時
45
分
〜（
時
間
前
に
来
ら
れ
た

方
に
は
、申
込
順
の
抽
選
を
実
施
）。

申
込
順
に
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

空
き
住
宅
の
詳
細
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。申
込
先
・
詳
細
…
建

築
住
宅
課
住
宅
係
☎
381
・
1
0
4
1

　

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

　

収
容
人
員
が
300
名
以
上
と
な
る
特

定
防
火
対
象
物（
飲
食
店
、店
舗
、病

院
な
ど
）の
防
火
管
理
者
に
選
任
さ

れ
て
い
る
方
は
、5
年
以
内
ご
と
の

再
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

日
時
…
10
月
3
日
㈮
13
時
30
分

〜
16
時
15
分
。 

会
場
…
消
防
本
部
。 

料
金
…
2
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
な　

　

ど

）。

申
込
期
間
…
9
月
8
日
㈪
〜
19
日
㈮
。 

申
込
先
・
詳
細
…
消
防
署
予
防
課

☎
382
・
5
4
3
0 

　

消
防
の
各
種
試
験

①
第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
…
甲

種
・
乙
種（
第
1
類
〜
6
類
）・
丙
種
。

②
第
３
回
消
防
設
備
士
試
験
…
甲
種

（
第
1
類
〜
5
類
）と
乙
種（
第
1
類

〜
7
類
）。 

日
時
…
11
月
16
日
㈰
。 

会
場
…
札
幌

市　
か

ほ

。 

申
込
方
法
…
書
面
申
請
／
消

防
署
、消
防
署
各
出
張
所
で
配
布
す
る

願
書
を
10
月
6
日
㈪
〜
14
日
㈫
に（
一

財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
北
海
道

支
部
へ
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
／
10

月
3
日
㈮
〜
11
日
㈯
に
同
セ
ン
タ
ー
HP

（http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp/

）へ
。詳
細
…
消
防
署
予
防
課

①
危
険
物
係
、②
消
防
設
備
担
当

☎
382
・
5
4
3
0

 　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

日
程
…
10
月
15
日
㈬
。

時
間
…
一
般
／
9
時
30
分
〜
12
時
30

分
。給
油
取
扱
所
／
13
時
30
分
〜
16

時
30
分
。 

会
場
…
札
幌
市
。 

料
金
…
4
7
0
0
円
。

申
込
方
法
…
消
防
署
、消
防
署
各
出

張
所
で
配
布
す
る
受
講
申
込
書
を
10

月
3
日
㈮
ま
で
に（
一
社
）北
海
道
危

険
物
安
全
協
会
連
合
会
へ
。

詳
細
…
消
防
署
予
防
課
危
険
物
係

☎
382
・
5
4
3
0 

　

貯
水
槽
水
道
の
管
理

　

貯
水
槽
水
道
は
、ビ
ル
や
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
で
水
道
水
を
い
っ
た
ん

受
水
槽
に
貯
め
た
後
、利
用
者
に
給

水
す
る
施
設
で
す
。貯
水
槽
水
道
の

維
持
・
管
理
は
設
置
者
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
簡
易
専
用
水
道（
水
槽
容
量
10
㎥

超
）の
管
理
ポ
イ
ン
ト

①
水
槽
の
清
掃
を
年
1
回
行
う
こ
と
。

②
水
槽
の
点
検
な
ど
、水
の
汚
染
防

止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

③
水
の
色
、濁
り
、臭
い
、味
そ
の
他

に
異
常
が
あ
る
と
き
は
、水
質
検

査
を
行
う
こ
と
。

④
給
水
さ
れ
た
水
に
よ
り
健
康
を
害

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、直
ち

に
給
水
を
停
止
し
、関
係
者
に
周

知
す
る
こ
と
。

⑤
管
理
に
つ
い
て
、年
1
回
検
査
機

関
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
。

※
小
規
模
貯
水
槽
水
道（
10
㎥
以
下
）

も
同
様
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

詳
細
…
営
業
セ
ン
タ
ー
給
排
水
・
検

査
担
当
☎
385
・
4
9
8
9

 

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

　

扶
養
手
当
の
現
況
届

　

8
月
29
日
㈮
が
提
出
期
限
で
す
。

提
出
が
な
い
場
合
は
、そ
の
年
の
8

月
分（
12
月
期
）以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、提
出
し

て
い
な
い
方
は
至
急
、提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
細
…
子
ど
も
家
庭
課

☎
381
・
1
4
0
8

　

自
立
促
進
交
通
費

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
所
持

者
、精
神
障
が
い
回
復
者
な
ど
で
自
立

を
目
的
に
、公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
に

通
っ
て
い
る
方
に
、交
通
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。対
象
者
に
は
9
月
中
旬

ご
ろ
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
。

申
込
方
法
…
前
期
分（
4
月
〜
9
月

分
）を
10
月
10
日
㈮
ま
で
に
郵
送
し

て
申
請
。 

申
込
先
・
詳
細
…
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係 

〠067-8674 

高
砂
町
6

☎
381
・
1
0
3
1

　

要
約
筆
記
講
習
会
に

　

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

聞
こ
え
が
不
自
由
な
方
を
対
象

に
、講
義
や
病
院
受
診
時
な
ど
に
、話

す
内
容
を
要
点
に
ま
と
め
て
書
い
て

伝
え
る
筆
記
通
訳
者
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。そ
の
筆
記
通
訳
者
を
養
成
す

る
た
め
の
要
約
筆
記
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

対
象
…
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

高
校
生
以
上
。

日
時
…
9
月
26
日
㈮
〜
10
月
31
日
㈮

の
毎
週
金
曜
日（
全
6
回
）10
時
〜
15

時
。

会
場
…
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

定
員
…
20
名
。※
受
講
希
望
者
が
少
数

の
場
合
は
、開
講
し
な
い
場
合
あ
り
。 

料
金
…
千
円（
資
料
代
）。

申
込
方
法
…
9
月
19
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

申
込
先
・
詳
細
…
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
381
・
1
0
3
1　

5
381
・
1
0
7
3

fukushi@
city.ebetsu.lg.jp

　

手
話
講
習
会

　

耳
の
不
自
由
な
方
の
重
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る

「
手
話
」に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。

日
時
…
10
月
11
日
㈯
10
時
〜
12
時
。 

会
場
…
野
幌
公
民
館
。

定
員
…
先
着
40
名
。 【
無
料
】 

申
込
方
法
…
10
月
7
日
㈫
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。 

申
込
先
・
詳
細
…
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
☎
381
・
1
0
3
1

5
381
・
1
0
7
3

fukushi@
city.ebetsu.lg.jp 

【無料】=料金無料
【抽選】=定員を超えた場合

抽選

☎=でんわ　5=ファクス　
=メール　 =ホームページ
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えべチュン
メモ

【
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
ら
】登
記
済
み
の
建
物
は
法
務
局
で
所
有
権
移
転
登
記
を
申
請
し
、未
登
記
の
家
屋
は
資
産
税
課
家
屋
・
償
却
資
産
係
☎
381
・
1
4
0
4
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

えべチュン
メモ

【
土
地
・
家
屋
の
現
況
調
査
】土
地
の
立
ち
入
り
や
家
屋
の
内
部
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。調
査
員
は「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」を
携
行
し
て
い
ま
す
。（
資
産
税
課
☎
381
・
1
4
0
4
）

納期のお知らせ

口座振替の利用を
おすすめしています

固定・都市計画税 第3期
国民健康保険税 第4期

詳細　納税課☎381-1013

市内中学生の税の標語から税に関する標語
江別市長佳作・大麻東中学校

中村 虎之助さんの作品
「考えよう 納税するのは 誰のため」

9月30日㈫

医療機関名 自己負担額定員

浴場名

栄　湯

花仙湯

清美湯

東の湯

松の湯

向ヶ丘6-16
☎382-2720
　一番町12
☎382-3568
　あけぼの町14-13
☎382-2978
　野幌東町13-14
☎383-7396
　弥生町34-16
☎382-5366

住所・電話番号

税
・
証
明

法
人・
企
業
向
け

　　　　   を忘れていませんか？

　国保税の納税義務者の方で、前年中は無収入
だった方、収入が障害・遺族年金、雇用保険の給
付金などの非課税所得のみの方は所得申告をし
てください。申告を忘れると、国保税の軽減や高
額療養費に係る判定が行えません。
※確定申告や市民税申告がお済みの方は申告不要です。 

詳細　国保年金課☎381-1028

所得申告

　
平
成
 26
年
度
入
校
前
適
性
相
談

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
求
職
中
の
障
が
い
者（
応
募
希

望
者
）の
入
校
前
適
性
相
談
を
実
施

し
ま
す
。詳
し
く
は
、当
校
ま
た
は
最

寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
。 

日
時
…
平
成
27
年
3
月
13
日
㈮
ま
で
。 

詳
細
…
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校 

〠073-0115 

砂
川
市
焼
山
60

☎
0
1
2
5
・
52
・
2
7
7
4

5
0
1
2
5
・
52
・
9
1
7
7 

　

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の

　
「
脳
ド
ッ
ク
検
診
」 

対
象
…
①
昭
和
14
年
9
月
30
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方（
ま
た
は
65
歳
以
上

で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
）で
、今
年
度
中
に

ほ
か
の
健
康
保
険
で
脳
ド
ッ
ク
や
人

間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
な
い
方
。

②
平
成
25
年
度
に
後
期
高
齢
者
脳

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
方
。

検
査
内
容
…
脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｍ
Ｒ
Ａ

検
査
、血
液
検
査
、身
体
測
定
な　
　

ど

。

※
1 

頸
動
脈
超
音
波
検
査
も
行
い
ま
す
。

※
2 

高
次
脳
機
能
検
査
と
頸
動
脈
超
音
波

検
査
も
行
い
ま
す
。

注
意
事
項
…
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

を
使
用
の
方
、脳
の
手
術
を
さ
れ
て

い
る
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。体
内

に
金
属
が
あ
る
方
も
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
…
9
月
24
日
㈬
〜
10
月
23

日
㈭
に
電
話
か
直
接
申
込（
先
着

順
）。 

申
込
先
・
詳
細
…
国
保
年
金
課

国
保
健
診
担
当
☎
385
・
4
6
2
0

　

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク

●
開
会
式

　

江
別
市
長
寿
祝
品
贈
呈
式
、高
齢

者
健
康
優
良
者
表
彰
式
、第
42
回
演

芸
大
会
な　
　

ど

。

日
時
…
9
月
3
日
㈬
8
時
30
分
開

場
。会
場
…
市
民
会
館
。

●
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

テ
ー
マ
…「
終
活
と
は
〜
今
を
よ
り

良
く
生
き
る
た
め
に
〜
」。日
時
…
9

月
8
日
㈪
14
時
〜
15
時
30
分
。

会
場
…
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

定
員
…
70
名
程
度
。

●
公
衆
浴
場
の
無
料
開
放

対
象
…
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
方

と
介
添
者（
家
族
の
介
添
も
可
）。

日
時
…
9
月
15
日（
月
・
祝
）。

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
…
9
月
16
日
㈫
8
時
30
分
〜
。

会
場
…
湯
川
公
園
。 

詳
細
…
介
護
保
険
課
高
齢
福
祉
係

☎
381
・
1
0
6
7 

　

元
気
の
達
人
養
成
講
座

　

介
護
を
寄
せ
つ
け
ず
、い
つ
ま
で

も
生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
暮
ら
す

た
め
の
日
々
の
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を

3
日
間
で
学
び
ま
す
。【
無
料
】

対
象
…
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
で
3
日
間
受
講
で

き
る
市
民
。 

日
時
…
①
10
月
7
・
14
・

21
日
㈫
10
時
〜
12
時
。②
10
月
16
・

23
・
30
日
㈭
10
時
〜
12
時
。③
10
月

8
・
15
・
22
日
㈬
10
時
30
分
〜
12
時
。 

会
場
…
①
博
仁
館
極
真
会
館
諸
澤
道

場
。②
萌
え
ぎ
野
自
治
会
館
。③
情
報

図
書
館
。定
員
…
先
着
15
名
。申
込
方

法
…
9
月
1
日
㈪
よ
り
受
付
開
始
。 

申
込
先
・
詳
細
…
①
江
別
第
一
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
389
・
4
1
4
4

②
江
別
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
389
・
5
4
2
0

③
野
幌
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
381
・
2
9
4
0 

　

市
民
の
た
め
の

　

認
知
症
講
座
と
相
談
会

　

認
知
症
を
理
解
し
、対
応
方
法
を

知
る
た
め
の
講
座
と
、市
内
の
介
護

事
業
所
職
員
な
ど
で
個
別
相
談
会
を

開
催
。当
日
直
接
会
場
へ
。

テ
ー
マ
…「
認
知
症
か
な
？
と
思
っ

た
ら
…
ま
ず
は
ど
う
す
れ
ば
？
」。

日
程
…
10
月
4
日
㈯
。【
無
料
】

時
間
…
講
演
／
10
時
〜
11
時
30
分
。

相
談
会
／
10
時
〜
14
時
。会
場
…
野

幌
公
民
館
。講
師
…
大
麻
第
一
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
者　

大
野

昭
一
氏
。江
別
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
を
支
え
る
会
会
員
。

詳
細
…
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
え
べ
つ

☎
391
・
5
1
7
1 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
く
ち
ゃ
ん
家

☎
386
・
1
7
5
5 

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、認
知
症

の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者

と
し
て
、で
き
る
範
囲
で
活
動
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

対
象
…
市
民
。 

日
時
…
9
月
25
日
㈭

9
時
30
分
〜
12
時
。【
無
料
】

会
場
…
市
民
会
館
。講
師
…
江
別
認

知
症
オ
レ
ン
ジ
の
会
会
員（
福
祉
、介

護
の
専
門
職
や
介
護
経
験
者
）。 

定
員
…
先
着
100
名
。 

申
込
方
法
…
9
月
1
日
㈪
〜
16
日
㈫

に
、氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、窓
口
で
申
し

込
み
。申
込
先
・
詳
細
…
介
護
保
険
課 

〠067-8674 

高
砂
町
6

☎
381
・
1
0
6
7　

5
381
・
1
0
7
3 

　

認
知
症
高
齢
者
家
族

　

や
す
ら
ぎ
支
援
事
業

　
本
人
の
症
状
の
悪
化
防
止
や
、家
族
の

外
出
な
ど
の
休
息
を
目
的
に
、研
修
を
受

け
た
支
援
員
が
、認
知
症
高
齢
者
の
見
守

り
や
話
し
相
手
を
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
認

知
症
高
齢
者
と
同
居
す
る
家
族
。

日
時
…
9
時
〜
17
時
ま
で
の
必
要
な

時
間
で
1
回
2
時
間
、月
8
日
以
内

（
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）。 

料
金
…
1
時
間
あ
た
り
100
円
。 

申
込
先
・
詳
細
…
介
護
保
険
課
高
齢

福
祉
係
☎
381
・
1
0
6
7

 　

徘
徊
高
齢
者
位
置

　

検
索
サ
ー
ビ
ス

　

徘
徊
症
状
な
ど
で
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
場
合
に
、現
在
位
置
を

検
索
で
き
る
位
置
情
報
端
末
機
を
貸

し
出
し
ま
す（
台
数
に
限
り
あ
り
）。 

対
象
…
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
認

知
症
高
齢
者
と
同
居
す
る
家
族
。

料
金
…
月
額
1
2
9
6
円
。 

申
込
先
・
詳
細
…
介
護
保
険
課
高
齢

福
祉
係
☎
381
・
1
0
6
7 

　

糖
尿
病
教
室

内
容
…
①
イ
ン
ス
リ
ン
と
は
？（
小

松
薬
剤
師
）、外
食
に
つ
い
て（
山
口

管
理
栄
養
士
）。②
糖
尿
病
と
い
わ
れ

た
ら
？（
田
中
内
科
医
師
）、最
近
の

糖
尿
病
治
療
薬（
多
田
薬
剤
師
）、糖

尿
病
の
献
立
の
立
て
方（
藤
川
管
理

栄
養
士
）。日
程
…
①
9
月
12
日
㈮
。

②
9
月
26
日
㈮
。時
間
…
15
時
〜
16

時
。【
無
料
】※
都
合
に
よ
り
、内
容
が

変
更
す
る
場
合
あ
り
。直
接
会
場
へ
。

会
場
・
詳
細
…
江
別
市
立
病
院
診
療

技
術
部
栄
養
科
☎
382
・
5
1
5
1（
内

線
6
8
2
1
）

　

臨
時
福
祉
給
付
金

　

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
方
に

は
6
月
末
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
が
、ま
だ
届
い
て
い
な
い
と

い
う
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い（
申
請

期
限
は
12
月
31
日
ま
で
で
す
）。

詳
細
…
臨
時
福
祉
給
付
金
等
事
務
室

☎
381
・
1
0
9
2

  　　

市
発
注
の
修
繕
等
に
係
る

　
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
の
登
録

対
象
…
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く

事
業
者（
江
別
市
競
争
入
札
参
加
資
格

者
を
除
く
）。 

申
込
期
間
…
随
時
。※
平
日
9
時
〜
17

時（
昼
休
み
を
除
く
）。

申
込
方
法
…
契
約
管
財
課
お
よ
び
市
HP

で
配
布
の
申
請
書
類
な
ど
を
持
参
し
直

接
申
込
。申
込
先
・
詳
細
…
契
約
管
財
課

契
約
係
☎
381
・
1
0
6
6

　

除
排
雪
事
業
に
係
る

　
競
争
入
札
参
加
資
格
者
の
受
付

対
象
…
市
内
に
事
業
所
を
置
く
事
業

者
。 

応
募
要
項
な　
　

ど

…
契
約
管
財
課
お

よ
び
市
HP
で
9
月
12
日
㈮
か
ら
配

布
。申
込
方
法
…
9
月
12
日
㈮
〜
24

日
㈬
に
直
接
申
込
。※
平
日
9
時
〜

17
時（
昼
休
み
を
除
く
）。

申
込
先
・
詳
細
…
契
約
管
財
課
契
約

係
☎
381
・
1
0
6
6

　

元
町
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
プ
ラ
ザ

　

入
居
企
業
の
募
集

　

起
業
家
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
業
務
施
設
で
す
。現
在
、二
室

（
約
51
㎡
、約
37
㎡
）の
入
居
企
業
を

募
集
中
で
す（
随
時
見
学
可
）。

施
設
概
要
…
所
在
地
／
元
町
11
‐
5
。

賃
料
／
月
額
1
㎡
あ
た
り
1
4
4
0

円（
消
費
税
別
）。詳
細
…
企
業
立
地

課
☎
381
・
1
0
8
7

　
夜
間
や
日
曜
も
納
税
で
き
ま
す

夜
間
納
税
窓
口
…
毎
週
木
曜
日
20
時

ま
で
。日
曜
納
税
窓
口
…
9
月
28
日

㈰
10
時
〜
15
時
。

場
所
・
詳
細
…
納
税
課
☎
381
・
1
0
1
3

とら の すけ

障がいのある方への有料道路割引

　身体障害者手帳または療育手帳をお持ちの
方は、有料道路の通行料金が割引になる場合
があります。割引を受けるには事前に申請が必
要です。更新申請は、有効期限の2か月前から
行うことができます。
 詳細　福祉課障がい福祉係☎381-1031
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定員／80名。日時／10月18日㈯9時～12時。
受講料／1,000円。申込／9月26日㈮まで。

（西野幌 59-2）

詳細／教務課（公開講座担当）☎385-4427※申
込方法など、必ずお電話でご確認ください。

▼フォトショップ始めの一歩初級編【全4回】
講師／情報メディア学部情報メディア学科非
常勤講師 北島優。定員／先着 30 名。日時／
10 月 2 日㈭～ 10 月 23 日㈭毎週木曜日 18
時 30 分～ 20 時。受講料／3,000 円。申込／
9 月 12 日㈮まで。

▼ SNS 入門～ Facebook、Twitter を使って
みよう～【全 3回】
講師／経営情報学部システム情報学科准教授 
長尾光悦。定員／先着 20 名。日時／ 10 月 7
日㈫～ 10 月 21 日㈫毎週火曜日 18時30分～
20時。受講料／3,000円。申込／9月19日㈮まで。

▼ JavaScript を用いた初級プログラミング
【全 3回】
講師／経営情報学部システム情報学科講師 
柳信一。定員／先着 30 名。日時／ 10 月 18
日㈯、11 月 1 日㈯、11 月 15 日㈯ 13 時 30
分～ 15 時 30 分。受講料／ 3,000 円。申込
／ 10 月 3 日㈮まで。※いずれの講座もパソ
コンの基本操作ができる人が対象です。

申込・詳細／ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ☎ 397-3939。
Email=kouzacen@hokusho-u.ac.jp

▼マイクロソフトオフィススペシャリスト（MOS）
試験短期集中対策講座【夏休み集中】Excel2010
講師／イーエデュケーションズ講師。定員／
50 名。日時／9月16日㈫～18日㈭。9時30
分～16時30分。9月18日のみ12時30分まで。
受講料／19,200円。申込／9月8日㈪まで。

内容／多重債務の悩みで夜眠れないなど不安
をお持ちの方を対象に、司法書士による相談
会を開催します。要予約。日時／ 9月 11 日
㈭13時30分～16時。会場／江別保健所 (錦
町 4-1）申込・詳細／ 9 月 10 日㈬ 12 時まで
に同保健所健康支援係☎ 383-2111 へ。

内容／日常生活の悩みごとの相談に応じま
す。秘密厳守。要予約。日時／ 10 月 5 日㈰
10 時～ 16 時。会場／札幌法務局 2階特設会

場 ( 札幌市北区北 8条西 2丁目札幌第 1合同
庁舎）。申込・詳細／ 10 月 3 日㈮までに札
幌法務局民事行政調査官室 ( 金子・川村 ) ☎
709-2311( 内線 2153）へ。

内容／石狩川河川内の樹木伐採を行う方を募
集。伐採した樹木は、薪などの自家消費を条
件に無償で提供します。日時／10月上旬か
らを予定。会場／市内中島地先の石狩川新石
狩大橋下流河川敷。申込・詳細／9月26日㈮
までに北海道開発局江別河川事務所計画課☎
382-2358。HP＝http://www.sp.hkd.mlit.go.jp/へ

　平成 27 年 4 月から、常時雇用している労
働者が 100 人を超える事業主が対象になり
ます。平成 27 年 4 月～翌年 3月までの各月
の雇用障害者数等を把握・確認するなど、申
告・納付に向けて具体的な準備を進めていた
だく必要があります。詳細／北海道高齢・障
害者雇用支援センター☎ 200-6685

　「若者応援企業」を宣言した若者の採用・
育成に積極的な企業をハローワークや北海道
労働局が PR します。詳細／ハローワーク江
別☎ 382-2377

　現在お持ちの「特定疾患医療受給者証」の
有効期限は平成 26 年 12 月 31 日までです。
今年は例年と更新受付期間が変わり、10 月
1日から 12 月 26 日となっています。保健所
窓口で更新受付を行っていますので、早めの
手続きをお願いします。詳細 ／江別保健所
☎ 383-2111

受講料【小学生の英会話】除く／全 12 回：
13,300 円。全 13 回：14,300 円。全 14 回：
15,300 円。受講料【小学生の英会話】／全
14 回：14,800 円。定員／ 15 名。所定の人
数に達しない場合は開講できないこともあり
ます。会場・申込・詳細／江別国際センター
（野幌町 10-1 イオンタウン江別 2階） ☎ 381-
1111。主催／江別市国際交流推進協議会。

【サッカー教室】▶キッズコース : 年中・年
長男女。毎週月曜日 16時～ 17時。受講料／
4,500 円（月額）▶Ｕ 8・Ｕ 10:小学 1・2年
生男女（Ｕ 8）。小学 3・4年生男女（Ｕ10）。
週1コース：火曜もしくは木曜日。受講料／
4,500 円（月額）。週2コース：火・木曜日。
受講料／ 6,500円（月額）。いずれも18時～19
時15分。▶Ｕ12:小学5・6年生男女。毎週月
曜日18時～19時15分。受講料／4,500円（月額）。
【ジュニアフィジカル教室】小学生男女。毎週月曜
日18時～19時15分。受講料／4,500円（月額）。
【ヨガ教室】一般男女。毎週水曜日 10 時～
11 時 30 分。受講料／ 5,190 円（全 10 回）。
【マスターズ水泳教室】一般男女。毎週水曜
日10時～11時20分。受講料／3,500円（月額）。
申込・詳細／北海道立野幌
総合運動公園☎ 384-2166。
※全教室体験可能です。

詳細／教務課☎ 386-8111

▼経済学部公開講座「経済学部特別講義 A」
【全 15回】
講師／経済学部教授 久保田義弘ほか 13 名
（テーマごとに講師が交代）。日時／ 9月 26
日㈮～ 1月 23 日㈮の金曜日。13 時 10 分～
14 時 40 分。受講料／無料。申込／不要。

▼法学部公開講座「法政総合講座C」【全15回】
講師／法学部教授 小杉伸次ほか 13 名（テー
マごとに講師が交代）日時／ 9月 24 日㈬～
1 月 21 日㈬の水曜日。13 時 10 分～ 14 時
40 分。受講料／無料。申込／不要。

申込・詳細／ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ生涯学習課☎
388-4131 。Email=rg-ext@rakuno.ac.jp

▼キノコ講座
講師／農食環境学群教授 干場 (ほしば )敏博。

（文京台 11）

（文京台緑町 582）

（文京台 23）

§ 江別警察署 011-382-0110 番 §

   
　警察では、身の回
りにおける出来事で
生活の安全などに関
する幅広い相談に応
じています。
　緊急の事件・事故
以外の相談、要望・
意見、苦情などは、

9 月 11 日は「警察相談の日」

電子メールでの要望・意見は、
道警ホームページ  http://www.police.pref.hokkaido.lg.jp

☆警察本部相談センター☆　
   24時間受付専用ダイヤル　＃9110



内容／札幌交響楽団メンバーによるミニコン
サート。大麻泉小学校PTA研修委員会主催。
日時／9月22日㈪10時30分～
（10時10分開場）。会場／大麻泉
小学校体育館。詳細／大麻泉小
学校☎ 386-0737

日時／① 9月 28 日㈰、② 10 月 11 日㈯いず
れも 9 時～ 14 時（雨天中止）。会場／①イ
オン江別店屋外駐車場（幸町 35）②江別市
役所正面駐車場（高砂町 6）。対象／アマチュ
アに限る。申込・詳細／申し込みは各開催日
の 10 日前までに。詳しくは日本リサイクル
ネットワーク・えべつ☎・ 385-2917 へ。

内容／ 10:30 ～講演「話し　あれこれ」講師
ようへい氏。12:45 ～薩摩琵琶と津軽三味線
によるミニコンサート。セルフ飲料の用意あ
り。マイカップ持参のこと。日時／ 10 月 1
日㈬ 10 時～ 14 時。会場／野幌公民館ホール。
参加料／ 500 円。詳細／駒込☎ 382-2707・
武田☎ 383-3579・鈴木☎ 385-3152

  
内容／午前・斉藤喜美子さんのおはなし会と
「ばびぶ＆てぶくろ」の人形劇。先着 70 名。
午後・ミニパネルシアター作り他。先着30名。
日時／ 10 月 5日㈰ 10 時～
15 時。会場／野幌公民館研
修室。申込・詳細／子ども
文化ネットワーク・江別 
（高木）☎ 383-4733

【初級クラス】▶火曜日・昼コース。14 時
30 分～ 15 時 50 分。▶火曜日・夜コース。
19 時～ 20 時 20 分。【中級クラス】木曜日
18 時 30 分～ 19 時 50 分。
募集人数／各クラス若干名。講座期間／ 10
月～翌年 3月（月 4回）。会場／江別国際セ
ンター（野幌町 10-1 イオンタウン江別 2階）。
受講費用／入講金 2,000 円、受講料 3,000 円
（月額）、テキスト代実費、運営費 1,300 円。
申込・詳細／ 9 月 20 日㈯までに江別日中
友好の会講座事務局 柚原 ( ゆはら）☎ 387-
0515 へ。いずれの講座も無料体験あり。

対象／市内在住の 60 歳以上の方。
【陶芸教室】① 10月 17 日㈮～ 3月 6日㈮第
1･3･5 金曜日（全 10回）。② 10月 23日㈭～
3月 26日㈭第 2･4 木曜日（全 10回）いずれ
も 13時 30 分～ 15時 30 分。受講料／ 4,300
円。定員／ 20名。※①と②は同じ内容です。
【ヨガ教室】10 月 15 日㈬～ 3 月 4 日㈬
1･3･5 水曜日（全 10 回）10 時 30 分～ 12 時。
受講料／ 2,000 円。定員／ 30 名。
【健康体操教室】①毎週コース 10 月 8 日㈬
～3月4日㈬毎週水曜日（全20回）②隔週コー
ス 10 月 21 日㈫～ 3月 17 日㈫第 1･3･5 火曜
日（全 10 回）いずれも 14 時～ 15 時。受講
料／① 3,000 円、② 2,000 円。定員／ 30 人。
【七宝教室】10 月 23 日㈭～ 3 月 12 日㈭第
2･4 木曜日（全 10 回）10 時～ 12 時。受講
料／ 8,000 円。（１講目～ 5講目 5,000 円。6
講目～ 10 講目 3,000 円。）定員／ 16 人。
申込・詳細／ 9 月 8 日㈪～ 12 日㈮に電話ま
たは直接いきいきセンターさわまち☎ 387-
5111へ。定員を超えた場合は抽選。

【国際交流員の英会話】講師／ロバート・ヒ
ギンズ。▶入門 :9月 10日㈬～毎週水曜日（全
13 回）10 時 30 分～ 11 時 40 分。
【韓国語講座】講師／キム・ミファ▶初中級
A:9 月 9 日㈫～毎週火曜日（全 13 回）18 時
～19時。▶初級 :9月 9日㈫～毎週火曜日（全
13回）19 時 10 分～ 20 時 10 分。▶新入門 :9
月 10 日㈬～毎週水曜日（全 14 回）19 時 40
分～ 20 時 40 分。▶初中級 B:9 月 11 日㈭
～毎週木曜日（全 14 回）10 時～ 11 時▶初
中級 C:9 月 11 日㈭～毎週木曜日（全 14 回）
11 時 10 分～ 12 時 10 分。
【夜間英会話】講師／アラン・マロック。▶
初級 :9 月 10 日㈬～毎週水曜日（全 14 回）
18 時 30 分～ 19 時 30 分。▶初中級 :9 月 10
日㈬～毎週水曜日（全 14 回）19 時 40 分～
20 時 40 分。
【小学生の英会話】講師／ティム・プレイフェ
ア。▶全学年 :9 月 12 日㈮～
毎週金曜日（全 14 回）①16
時30分～17時20分。②17時
30分～18時20分。
【初めての中国語】講師／玉置ジャーミン。
▶入門 :開講中。毎週月曜日 19 時 30 分～
20 時 30 分。受講料など、詳しくは江別国際
センターにお問い合わせください。

内容／胃がんとピロリ菌との関係や、胃がん
をはじめとする胃の病気について。日時／ 9
月 6日㈯ 14 時～ 15 時 30 分。講師／北大が
ん予防内科学講座特任教授 浅香正博。会場
／コミュニティプラザあおい 4階（野幌町
41）。詳細／エーザイ㈱☎ 851-6171

内容／市内さまざまなジャンル（陶芸・ガラ
ス・金属・木工）の作家との共同展示会。売
り上げの一部は福祉事業に寄付されます。日
時／ 9月 10 日㈬～ 12 日㈮ 9時～ 17 時（最
終日は 16 時まで）。会場／野幌公民館ギャラ
リー。詳細／新林☎ 383-7803
2

日時／ 9月 13 日㈯～ 14 日㈰ 10 時～ 16 時
30 分（最終日は 16 時まで）。会場／大麻え
ぽあホールギャラリー。詳細／江別楽遊盆栽
会（金井）☎ 381-6664

    
日時／ 9月 16 日㈫～ 21 日㈰ 10 時～ 17 時。
会場／野幌公民館大ホール・ギャラリー。詳
細／北陽会事務局 （川上）☎ 383-4417

内容／森林に囲まれたキャンプ場で凧揚げを
楽しみます。日時／9月20日㈯10時～14時。 
会場／江別市森林キャンプ場（西野幌 928）。
講師／凧名人・世界チャンピオン 田中光夫。
対象・定員／親子、小・中学生、先着 50 名。
申込・詳細／ 9 月 17日㈬までにエコ・グ
リーン事業協同組合（浦島）☎391-1515（月
～金曜日10時～17時） 　　　　　　　　　　

内容／街頭で意思表示カード、ポケット
ティッシュ、風船などを配布し、臓器移植へ
の理解と協力をお願いするキャンペーンで
す。日時／ 9月 21 日㈰ 10 時～ 12 時。会場
／イオン江別店前 ( 幸町 35 )。詳細／江別腎
友会 事務局（渓和会江別病院 透析室内　佐々
木）☎ 382-1111

置ジ ミ



◎　歯 科 相 談・フ ッ 素 塗 布
日時 /9 月10日㈬、26日㈮ 13:15～ 15:00。
対象 /1歳～就学前のお子さん。
持ち物 /母子手帳・歯ブラシ・コップ・タオル。
料金 /フッ素 800円。

◎　エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診
日時 /9月27日㈯、29日㈪6:30～10:30。対象 /小学3年生以上の市民。
過去に異常なしの方の検診は5年に1度。無料。

◎　乳 幼 児 検  診
対象者に送られる個別案内または市HPをご覧ください。

※当日の輸血用血液の在庫状況によっては、400㎖献血のみの受付となります。

日　　時 場　　所

4㈭

9:00 ～ 10:00 石狩 NOSAI（篠津 401-4）

10:30 ～ 12:00 ㈱菊水（工栄町 19-6）

13:30 ～ 16:30 江別市水道庁舎（萩ヶ岡 1）

21㈰ 
10:00 ～ 11:30

イオン江別店（幸町 35）
12:45 ～ 16:30

◎　9月　献 血 バ ス ひ ま わ り 号 巡 回 日 程

相談時間 /9 月８日㈪～ 12日㈮　8:30 ～ 19:00
　　　　  9 月 13 日㈯・14 日㈰ 10:00 ～ 17:00

みんなの人権 110 番

☎0570-0
ぜろぜろみんなのひゃくとおばん

0 3 - 1 1 0（全国共通人権相談ダイヤル）

※ 特に記載があるものを除いて、会場・詳細は保健センター（若草町6-1☎ 385-5252）です。

【診療時間】内科・小児科 9:00 ～ 17:00/ 外科系 9:00 ～翌朝 9:00
（■印の医療機関は診療時間が異なります。）
※都合により変更される場合があります。新聞紙上または北海道救

項 目 助 成 対 象 留 意 事 項
胃・肺・大腸がん 受診日現在40歳以上の方。 　職場で検診を受ける機会のない

市民が対象。受診の際は健康保険
証をお持ちください。実施医療機
関は、「広報えべつ4月号」の折り
込み「江別けんしんだより」をご
覧いただくか、保健センターまで
お問い合わせを。

子宮頸がん 受診日現在20歳の方および21歳以上で元号の生まれ年が偶数年の方。

乳がん
受診日現在40歳の方および 41歳以上で元号の生まれ年が偶数年の方。【注意！対象外の方】①乳腺
の経過観察中の方や乳腺疾患で治療中の方、②豊胸手術を受けた方、③心臓にペースメーカーなどを
装着中の方。※脳室ー腹腔内シャント、IVHポートなどを入れている方も対象外となる場合があります。

骨粗しょう症 平成 26年 4月 ～平成 27年 3月までに、30、35、40、45、50、55、60、65、70歳を迎える女性 。

送  

迎  

バ  

ス  

検  

診

日　程 受 付 期 間 出 発 場 所 ・ （ 時 間 ） 料 金 （　）は国保加入者 留 意 事 項

10/6 ㈪※ 9/1 ㈪～ 9/18 ㈭ 市役所正面玄関前（11:10）市役所大麻出張所（11:30）・胃がん  1,000円（500円）
※胃がん検診は10/6 の検診で
は実施していません。

・肺がん　 300円（200円）
・大腸がん500円（300円）
・子宮がん頸部
　               1,000円（500円）
・子宮がん頸部・体部
　               1,500円（800円）
・乳がん40~49歳
　               1,400円（700円）
・乳がん50歳以上
　               1,200円（600円）
・骨粗しょう症
　                   400円 (200円 )

がん検診を受ける方が対象
※ご加入の健康保険によっては
特定健診があわせて受けられる
場合があります。

10/7 ㈫ 9/1 ㈪～ 9/19 ㈮ 区画整理記念会館（8:00）市役所正面玄関前（8:20）

10/14 ㈫ 9/1 ㈪～ 9/26 ㈮ 市役所正面玄関前（8:00）

10/17 ㈮ 9/1 ㈪～ 10/1 ㈬ コミュニティセンター（8:00）野幌公民館（8:20）

10/21 ㈫ 9/1 ㈪～ 10/4 ㈯ 保健センター（8:00）市役所正面玄関前（8:20）

11/6 ㈭ 10/1㈬～10/21㈫ 大麻西地区センター（8:00）市役所大麻出張所（8:15）

11/14 ㈮ 10/1㈬～10/29㈬ コミュニティセンター（8:00）野幌公民館（8:20）

11/18 ㈫ 10/1㈬～10/31㈮ 市役所正面玄関前（8:00）

11/25 ㈫ 10/1㈬～11/7㈮ 大麻西地区センター（8:00）市役所正面玄関前（8:25）

は
つ
ら
つ

検
診

10/23㈭ 、
/26㈰  9/5 ㈮～ 10/8 ㈬

会場：保健センター（若草町 6-1）
時間：6:30～10:30頃　※申込時に予約時間を伝えます。
定員：先着150名 
※ 10/26は子宮頸がん検診があります。
　子宮頸がん検診受付：8:30 ～。託児あり（要予約）。

・胃がん        1,000円（500円）
・肺がん        200円（100円）
・大腸がん   300円（200円）
・子宮頸がん   1,000円（500円）
・子宮がん頸部・体部   1,400円（700円）

申込・会場 / 北海道対がん協会
札幌市東区北26条東14丁目1-15 

受付時間 /平日 9:00 ～ 17:00 
第 1・3土曜日 9:00 ～ 12:20

各 種 が ん 検 診

☎

送迎バス検診

はつらつ検診申込
保健センター ☎ 385-5225
（平日 8：45 ～ 17：15）

月 /日 内　科・小　児　科　 外　科　系　

9/7 ㈰ □内科循環器科白樺通りクリニック　野幌若葉町 40-11　☎ 383-7111 □渓和会江別病院　野幌代々木町 81-6
　☎ 382-1111

14 ㈰ □緑苑クリニック （内科のみ） 　野幌末広町 2-12　☎ 381-6490
□ウルトラ内科小児科クリニック（小児科のみ）　大麻栄町 11-9　 ☎ 688-8801 □江別谷藤病院　幸町 22　☎ 382-5111

15㈪ ■平賀内科クリニック　野幌東町 26-26　☎ 382-5989（診療時間 8:30 ～ 17:00） □野幌病院　野幌町 53　☎ 382-3483

21 ㈰ ■江別市立病院　若草町 6　☎ 382-5151（診療時間 8:30 ～ 17:00） ■江別市立病院　若草町 6　☎ 382-5151
（診療時間 8:30 ～翌朝 8:30）

23㈫ □渓和会江別病院（内科のみ）　野幌代々木町 81-6  　　☎ 382-1111
□松尾こどもクリニック　高砂町 25-11 江別ﾒﾃﾞｨｶﾙﾋﾞﾙ３F　 ☎ 384-8819

□渓和会江別病院　野幌代々木町 81-6
　☎ 382-1111

28 ㈰ □たぐち内科クリニック　元町 21-12　☎ 389-7855 □江別谷藤病院　幸町 22　☎ 382-5111

10/5㈰ □江別谷藤病院（内科のみ）　幸町 22  　　☎ 382-5111
□おおぬま小児科　東野幌本町 7-5 セリオのっぽろ 2F　 ☎ 385-6782

□渓和会江別病院　野幌代々木町 81-6
　☎ 382-1111

●産婦人科救急夜間相談  ☎ 622-3299【さんぷきゅうきゅう】　札幌市産婦人科救急電話相談（年間全日対応 19:00 ～翌朝 7:00）

休日・祝日当番病・医院（ 救急・急病 ）
急医療情報案内センター（ 0120-20-8699､ 272-8699､ 携帯
電話からは 011-221-8699）江別市消防本部（☎ 382-5453）、江別
医師会のホームページでご確認ください。

●江別市夜間急病センター ☎ 391-0022 （錦町 14-5）内科・小児科 （年中無休）診療時間19:00 ～翌朝7:00  受付時間 18:30 ～翌朝６:30



※ 祝日は休みます。

●こころと体の健康相談／保健師・栄養士
が相談を受けます。月～金曜日9:00～17:00 
保健センター☎385-5252

 ● 子育て・教育
●乳幼児の子育て相談／電話、来園、訪問
で相談を受けます。月～金曜日9:00～17:00 
子育て支援センターすくすく☎381-1714
●子どもの発達相談／子どもの発達につい
て相談を受けます。月～金曜日8:45～ 17:15
子ども発達支援センター☎385-1015
●子育てテレホン相談／しつけ、思春期
問題、親子関係など。月～金曜日10:00 ～
12:00 相談室（教育委員会内）☎384-7005
●家庭児童相談／しつけ・言葉の遅れ・成
長発達・心身の問題・非行・いじめ・不登
校など。月～金曜日9:00 ～ 17:00 子ども家
庭課☎381-1236
●ひとり親・家庭相談／身上相談やDV相
談。月～金曜日9:00 ～ 17:00 子ども家庭課
☎381-1236
●教育相談（要予約）／ 臨床心理士（スクー
ルカウンセラー）がいじめや不登校などの
悩み相談を受けます。9/30 ㈫ 10:00～ 12:00 
少年指導センター（青年センタ－2階サー
クル室3）☎384-7830
●いじめ・不登校相談／さまざまな教育相
談を電話で受付。月～金曜日10:00 ～ 17:00 
少年指導センター☎382-4044
●子ども電話相談／子どもの悩み事や心配
事。月～金曜日10:00～17:00 少年指導センター
☎384-7830
●ヤングテレホン／青少年の悩みごとや非
行問題など。月～金曜日13:00～ 17:00 相談
室（教育委員会内）☎383-8009

 ● 福　祉
●認知症の悩みごと相談／江別認知症の人
の家族を支える会が電話・面談にて相談を受
けます。水・木曜日10:00 ～ 15:00 いきいき
センターさわまち☎387-5657。木曜日10:00
～ 15:00  総合社会福祉センター☎389-7830

 ● 暮 ら し
●一般相談／日常の悩みや困りごとの相談
を受け、助言や専門機関を紹介。月～金曜
日 8:45～ 17:15 市民相談所☎381-1021
●税務相談（要予約）／税理士が税全般の
相談を受けます。9/17 ㈬、10/15㈬ 13:00 ～
16:00 市民税課☎381-1012※前月の1日から
予約受付。
●家庭生活悩みごと相談／家族関係・対人
関係・子育て・思春期など。月曜日10:00 ～
15:00 総合社会福祉センター☎385-1234、水
曜日10:00 ～ 15:00 にこにこ相談室☎ 389-
7830（総合社会福祉センター内）、木曜日
10:00～ 15:00 市役所大麻出張所☎382-4855
●悩みごとテレホン相談／家庭生活の諸問
題について。火・金曜日10:00～ 15:00 総合
社会福祉センター☎389-7830
●消費生活相談／消費生活の苦情や相談な
ど。月～木曜日9:30 ～ 16:30、金曜日10:00
～ 16:00 市役所第二別館2階江別消費者協
会☎ 381-1026、金曜日10:00 ～ 16:00 市役
所大麻出張所 江別消費者協会☎382-4855

 ● 健　康
●心の健康相談（要予約）／精神科医師・
保健師が相談を受けます。9/11㈭ 13:30 ～
16:00 江別保健所☎383-2111※精神科受診歴
のある方は要相談、前日12:00まで予約受付。
●女性の健康相談（要予約） ／性感染症・
妊娠・出産・子育て・不妊・更年期など
保健師が相談を受けます。9/9 ㈫ 13:30 ～
15:30。江別保健所 ☎ 383-2111※前日16:00
まで予約受付。秘密厳守。
●親子健康相談 ／ 10/1㈬ 13:30 ～ 15:00 保
健センター☎385-5252
●へるすあっぷ相談 ( 要予約 )／生活習慣
病予防相談・栄養相談。9/8、22、29、10/6 
いずれも月曜日10:00～ 12:00 保健センター
☎385-5252

相談窓口の名称／内容。日時　会場・詳細
●高齢者総合相談／月～土曜日8:45 ～
17:15 江別第一地域包括支援センター☎389-
4144。月～金曜日8:30～ 17:30、土曜日8:30
～ 12:30 江別第二地域包括支援センター☎
389-5420。月～土曜日9:00 ～ 17:40 野幌第
一地域包括支援センター☎381-2940、月～
金曜日8:30 ～ 17:00、土曜日8:30 ～ 12:30 
大麻第一地域包括支援センター☎388-5100
●精神障がい回復者生活相談／月～金曜日
10:00 ～ 15:00 あすか就労継続支援施設☎
382-0660、あすか地域活動支援センター☎
391-9222
●障がい福祉相談／障がいに関することな
ら何でも。月～金曜日8:45～ 17:15 障がい
者支援センター☎802-5004
　
 ● 行 政・法 律
●法律相談（要予約）／弁護士が相談を受
けます。9/11㈭、25㈭ 13:00 ～ 15:00 市民
相談所☎ 381-1021※申込は、月初め平日初
日8:45から電話で受付。各相談日先着５名。
●人権相談／いじめや差別、嫌がらせな
ど人権侵害にあたること。9/18 ㈭ 13:00 ～
15:00 市民相談所☎381-1021
●行政相談／国の行政などに関する意見や
要望。9/25 ㈭ 13:00 ～ 15:00 市民相談所☎
381-1021※当日随時受付。

 ● そ の 他
●金融相談（要予約）／中小企業者の経営、
金融の相談を受けます。9/16 ㈫、10/7 ㈫
10:00～ 15:00 江別商工会議所☎382-3121
●犯罪被害者支援／専門のカウンセラーを
斡旋します。月～金曜日9:00 ～ 17:15 市民
生活課☎381-1093※秘密厳守。
●若者就労相談（要予約）／現在、職を探
している39 歳以下（新卒者含む）の相談
を受けます。9/12、19、10/3いずれも金曜
日10:00 ～ 16:00 野幌公民館。9/26 ㈮ 10:00
～ 16:00 コミュニティーセンター。申込・詳
細…岩見沢地域若者サポートステーション☎
0126-25-0601（火～土曜日10:15～ 17:15）

江別市立病院 № 257

　ハーブといえばタイムやローズマリーなど香りが良くてお
肉と相性ぴったりのものを想像しますが、「脱法ハーブ」の実
態は違います。
　お店で売られている脱法ハーブには指定薬物がまぶされて
います。指定薬物とは、「中枢神経系の興奮もしくは抑制又は
幻覚の作用（当該作用の維持又は強化の作用を含む。）を有す
る蓋

がいぜんせい

然性が高く、かつ、人の身体に使用された場合に保健衛
生上の危害が発生するおそれがある物」と定義されています。
　「ハーブ」と謳

うた

われ街中やインターネットで購入できるハー
ブですが、ハーブとは名ばかりで、正体は謎の草に添加され
た謎の化学物質なのです。その化学物質は興奮・幻覚・幻聴
作用を持ち、痙

けいれん

攣や意識障害・呼吸困難などの重
じゅうとく

篤な症状を
もたらし、死に至らしめる危険性もあるのです。大麻や覚せ

い剤などより毒性が強く中毒性があり、依存性・習慣性も高い
と言われています。若者が仲間同士で脱法ハーブを吸引したと
ころ嘔吐後急死。司法解剖が行われた結果、死因は急性薬物中
毒の疑いだったというケースがあります。脱法ハーブを使用し
錯乱状態に陥り殺人を犯したり、使用後に車を運転し歩行者を
はねて死亡させたという事故も多く発生しています。
　興味本位で「一度だけ・・・」と手を出さないでください。
一回の使用で急性薬物反応を起こしたりします。一回の使用で
後遺症さえ残す可能性があるようです。健忘症や耳鳴り、白髪
や脱毛などの後遺症もあるようです。そのような健康被害もあ
りますが、マスコミをにぎわしているように犯罪者となりうる
のが脱法ハーブです。脱法ハーブに限らず他の嗜

しへきせい

癖性薬物にも
いえることですがストレスや気持ちの改善には映画やスポーツ
観戦など自分に合った気分転換、気分解消法を日常生活に上手
く取り入れましょう。それでも解消できない気持ちの問題があ
れば精神科医に遠慮なく相談してください。※脱法ハーブは警
察庁と厚生労働省により「危険ドラッグ」と名称が変更されました。

脱法ハーブ※
精神科主任部長　宮

みやもと

本眞
ま き も り

希守

※ 祝日は休みます。
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